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○議事日程 

   日程 第 １ 会議録署名議員の指名について（議長提出） 

   日程 第 ２ 会期の決定について（議長提出） 

   日程 第 ３ 議案第３６号 那須烏山市農業委員会委員の任命同意について（市長提 

                 出） 

   日程 第 ４ 議案第１６号 那須烏山市情報通信技術を活用した行政の推進等に関す 

                 る条例の制定について（市長提出） 

   日程 第 ５ 議案第１７号 那須烏山市立認定こども園設置及び管理条例の制定につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第 ６ 議案第１８号 那須烏山市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例 

                 の一部改正について（市長提出） 

   日程 第 ７ 議案第１９号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関 

                 する条例の一部改正について（市長提出） 

   日程 第 ８ 議案第２０号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例 

                 の一部改正について（市長提出） 

   日程 第 ９ 議案第２１号 那須烏山市職員給与条例等の一部改正について（市長提 

                 出） 

   日程 第１０ 議案第２２号 那須烏山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す 

                 る条例の一部改正について（市長提出） 

   日程 第１１ 議案第２３号 那須烏山市消防団設置条例の一部改正について（市長提 

                 出） 

   日程 第１２ 議案第２４号 那須烏山市手数料条例等の一部改正について（市長提 

                 出） 

   日程 第１３ 議案第２５号 那須烏山市介護保険条例の一部改正について（市長提 

                 出） 

   日程 第１４ 議案第２６号 那須烏山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に 

                 関する基準等を定める条例の一部改正について（市長提 

                 出） 

   日程 第１５ 議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備 

                 及び運営の基準等に関する条例の一部改正について（市 

                 長提出） 

   日程 第１６ 議案第２８号 那須烏山市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人 
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                 員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第１７ 議案第２９号 那須烏山市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並 

                 びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的 

                 な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正に 

                 ついて（市長提出） 

   日程 第１８ 議案第３０号 那須烏山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業 

                 の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 

                 （市長提出） 

   日程 第１９ 議案第３１号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例の一部改正 

                 について（市長提出） 

   日程 第２０ 議案第３２号 那須烏山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関 

                 する基準を定める条例の一部改正について（市長提出） 

   日程 第２１ 議案第３３号 那須烏山市企業の誘致及び立地を促進する条例の一部改 

                 正について（市長提出） 

   日程 第２２ 議案第３４号 那須烏山市道路占用料徴収条例の一部改正について（市 

                 長提出） 

   日程 第２３ 議案第３５号 那須烏山市水道事業給水条例及び那須烏山市水道事業の 

                 布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条 

                 例の一部改正について（市長提出） 

   日程 第２４ 議案第 ９号 令和５年度那須烏山市一般会計補正予算（第６号）につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第２５ 議案第１０号 令和５年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算 

                 （第４号）について（市長提出） 

   日程 第２６ 議案第１１号 令和５年度那須烏山市熊田診療所特別会計補正予算（第 

                 ２号）について（市長提出） 

   日程 第２７ 議案第１２号 令和５年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予算 

                 （第２号）について（市長提出） 

   日程 第２８ 議案第１３号 令和５年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第３ 

                 号）について（市長提出） 

   日程 第２９ 議案第１４号 令和５年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第３号） 

                 について（市長提出） 
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   日程 第３０ 議案第１５号 令和５年度那須烏山市下水道事会計補正予算（第４号） 

                 について（市長提出） 

   日程 第３１ 議案第 １号 令和６年度那須烏山市一般会計予算について（市長提 

                 出） 

   日程 第３２ 議案第 ２号 令和６年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算につい 

                 て（市長提出） 

   日程 第３３ 議案第 ３号 令和６年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算について 

                 （市長提出） 

   日程 第３４ 議案第 ４号 令和６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第３５ 議案第 ５号 令和６年度那須烏山市介護保険特別会計予算について 

                 （市長提出） 

   日程 第３６ 議案第 ６号 令和６年度那須烏山市境財産区特別会計予算について 

                 （市長提出） 

   日程 第３７ 議案第 ７号 令和６年度那須烏山市水道事業会計予算について（市長 

                 提出） 

   日程 第３８ 議案第 ８号 令和６年度那須烏山市下水道事業会計予算について（市 

                 長提出） 

   日程 第３９ 議案第３７号 訴訟上の和解について（市長提出） 

   日程 第４０ 付託第 １号 請願書等の付託について（議長提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開会］ 

○議長（渋井由放）  皆さん、おはようございます。傍聴席の皆様方には、お忙しい中、お

集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１４名です。８番滝口貴史議員から欠席の通知がございました。

定足数に達しておりますので、令和６年第１回那須烏山市議会３月定例会を開会いたします。 

 本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に御報告いたします。地方自治法第１２１条の規定に基づき、市長以下関係課

長の出席を求めておりますので御了解願います。 

 次に、本日からの定例会に当たり、去る２月２０日に議会運営委員会を開き、議会運営委員

会の決定に基づき会期及び日程を編成いたしましたので、御協力くださるようお願い申し上げ

ます。 

                                    

     ◎市長挨拶 

 

○議長（渋井由放）  ここで、市長の挨拶と併せ、施政方針の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇 挨拶〕 

○市長（川俣純子）  令和６年度市政運営方針、報告させていただきます。 

 令和５年４月から、市政運営の指針となる第３次総合計画の運用を開始いたしました。人口

減少や少子高齢化の進行、複雑・多様化する市民ニーズ、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大に伴う新しい生活様式、ＳＤＧｓ、そしてデジタル化の推進など、様々な行政課題が山積す

る中、「新たな未来への第一歩 市民が主役のまち 那須烏山市」を目指すべき将来像として

掲げ、前例踏襲型の市政運営から一歩踏み出し、１０年後、２０年後の将来を見据えた未来志

向型への市政運営へと転換を図り、市民一人一人の知恵と力を結集した持続可能なまちづくり

の実現を目指すこととしています。 

 令和６年度の当初予算につきましては、ウィズコロナへの対応に加え、第３次総合計画に掲

げる重点戦略の本格的な着手を図るため、安全安心な暮らしを守り、将来に向けた都市再生予

算として、本市の課題解決を図るため、攻めの市政運営に取り組んでまいる所存であります。 

 令和６年度当初予算につきましては、一般会計１２２億７,０００万円、特別会計６５億

５,２１９万２,０００円、水道事業会計１１億２,７３４万１,０００円、下水道事業会計６億

９,２８６万６,０００円を合わせますと、合計で２０６億４,２３９万９,０００円であり、総

額では、前年度当初予算に対しまして４億５６０万１,０００円、２.０％増の予算規模となり
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ます。 

 第３次総合計画における５つの基本目標ごとの重点的な取組について、申し上げます。 

 基本目標１「未来につなぐ健やかな暮らしを支える」。「将来を担う子育て支援戦略」とし

て、結婚、妊娠、出産、子育てに至るまで、切れ目のない子育て支援を進めることとしており

ます。（仮称）なすからこども園につきましては、令和７年４月の開園を目指し、着実に整備

を進めており、今定例会に設置及び管理条例を上程させていただいております。また、おたふ

く風邪予防接種や、乳児１か月個別検診、そして先天性股関節脱臼検査に要する費用の一部を

助成する市独自の新たな財政支援措置を創設するほか、若者交流事業の推進に向け、とちぎ結

婚支援センター登録費に対する助成額を拡充いたします。さらに、物価高騰対策として、令和

５年度に引き続き、学校給食の食材購入費に対する購入費の助成、家計負担の軽減に努めるこ

ととしております。 

 「安心して暮らせる地域づくり・医療戦略」では、令和６年度から本格的な運用を開始する

重層的支援の充実に向けた予算を計上いたしました。 

 また、帯状疱疹予防接種に対する費用の一部を助成する、市独自の新たな財政支援措置を創

設いたしました。 

 「多様で柔軟な共生戦略」では、新たに策定しました第２次なすから男女共同参画計画に基

づき、昨年４月から運用を開始したパートナーシップ宣言制度をはじめ、誰もがお互いを尊重

し、個性と能力を発揮できる社会の構築を目指してまいります。 

 基本目標２「未来につなぐ学びを育む」。地域と連携した学力向上戦略として、引き続き、

小中学校だけでなく、県立烏山高等学校を含めた地域学の推進に取り組むとともに、年内に予

定される学校適正規模等検討委員会からの答申結果を踏まえ、小中学校の在り方について結論

を見いだしてまいる考えであります。 

 また、今年度、実現できなかった中学生海外派遣事業につきましては、新たな手法により再

開をさせ、海外での体験を通した英語力の向上と、国際感覚の醸成に努めてまいります。 

 「生涯にわたる学び戦略」では、観光の振興や、ジオパークのさらなる推進に向け、公民館

講座において、案内ボランティアの育成に努めてまいります。 

 「スポーツを通した活性化戦略」では、国体レガシーを継承する取組として、アーチェリー

体験教室の開催や、デモンストレーションスポーツとして実施したウオーキングを実施するな

ど、スポーツツーリズムの推進による地域活性化に努めてまいります。また、運動公園を含む

老朽化したスポーツ施設について、今後の施設の在り方に関する見直し検討に着手する考えで

あります。 

 「伝統・文化の活用・継承戦略」は、国史跡指定に指定された烏山城跡の保存活用計画につ
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いて、令和６年度内の完成に向け、引き続き関係機関の協力を賜りながら、策定に取り組みま

す。また、貴重な伝統文化活動を大切に守り続けていくため、保存団体の垣根を越えた新たな

連携の仕組みの構築に取り組んでまいります。 

 基本目標３「未来につなぐ賑わいを創出する」、「産業育成に係る雇用創出戦略」として、

物価高騰やインボイス制度の運用開始など、急激な社会情勢の変化に柔軟に対応していくため、

市内事業所への支援策の拡充により、中小企業等の振興を図ってまいります。 

 「持続可能な農林業育成戦略」では、昨年に引き続き、ＪＡなす南と連携し、パイプハウス

や果樹棚導入費用の一部について助成する財政支援措置を講じることにより、収益性の高い園

芸農業への転換による新たな農業振興を目指してまいります。 

 「選ばれる観光地域づくり戦略」では、烏山城跡の新たな活用策として、烏山城や城下町の

町並みをデジタル技術の活用により再現したデジタルコンテンツを導入し、周遊性の高い着地

型観光の推進に取り組むなど、新たなまちづくりに取り組んでまいります。 

 「移住・定住を促す魅力向上戦略」では、新婚世帯を対象とした住宅取得等の助成を新たに

開始するほか、本市出身の学生たちを応援する学生応援ふるさと便について、来年度は、当初

予算に計上した上で、Ｕターンの推進を兼ねた定住促進に取り組んでまいります。 

 基本目標４「未来につなぐ安全・安心な暮らしを守る」。「災害に強い国土強靱化戦略」と

して、現在検討を進めている防災集団移転促進事業について、下境地区の移転候補地となって

いる旧境小学校の解体を行います。消防団活動の新たな支援策としまして、車両総重量

３.５トンを超える消防自動車を運転する際に必要な免許取得の一部を助成する財政支援措置

を創設いたします。 

 「暮らしやすい都市再生戦略」は、ＪＲ烏山線の存続に向け、イベントの開催や、学生の定

期券購入の助成を継続するほか、ＪＲ烏山駅周辺の民有地取得に向け、本格的な用地交渉に着

手し、烏山線を最大限に活用したまちづくりと併せて、懸案であった市街地再生によるにぎわ

いの創出に取り組んでまいります。また、子育て世帯からの要望が多い清水川せせらぎ公園の

再整備に向けた具体的検討に着手するとともに、市街地の回遊性を高める道路整備事業に取り

組みます。 

 「環境に配慮した地域づくり戦略」では、今年度に策定を進めました第３次環境基本計画に

基づき、個人向け太陽光発電設備、蓄電池、電気自動車の購入費の一部を助成する新たな財政

支援策を創設するとともに、学校給食センターのＬＥＤ化など、脱炭素の推進によるゼロカー

ボンシティーを目指します。また、令和４年度に策定しました空き家等対策計画に基づき、令

和６年度には、空き家の除去に要する費用の一部を助成する新たな財政支援制度を創設し、運

用を開始いたします。 
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 基本目標５「未来につなぐ持続可能な行政運営を築く」。「市政への市民参画戦略」として、

市民が主役という理念の下、市政懇談会やタウンミーティング、そして市長移動室を積極的に

開催し、市民と行政が双方向から真の意見交換ができる、開かれた市政運営を目指していきま

す。 

 「費用対効果の高い行財政戦略」では、新たな歳入の確保策として、本市への企業版ふるさ

と納税を誘導する民間企業に対し、成功報酬を支出するマッチング支援事業を導入します。ま

た、地方自治法に沿った確実かつ効果的な基金の運用を図るため、有利な債権の導入に努めて

まいります。また、公共施設等総合管理計画に基づく公共施設の計画的な統廃合及び長寿命化

に取り組むため、運動公園を含めた生涯学習施設整備計画の策定に取り組み、財政負担の軽

減・平準化を目指します。さらには、大規模災害が頻発する中、市民の命と財産を守るため、

安全安心な新庁舎整備に着手できるよう、令和６年度内に一定の方向性を見いだしてまいる所

存であります。 

 「利便性を高めるデジタル戦略」では、令和５年度に策定を行ったＤＸ推進計画に基づき、

令和６年度から、新たに公金収納のキャッシュレスを開始いたします。また、将来的なワンス

トップ窓口の実現を目指し、令和６年度には、書かない窓口に向けたシステム導入を図るほか、

各種証明書のコンビニ交付の推進や、行政手続のオンライン化の拡大による、行かない窓口へ

の推進に取り組みます。 

 令和６年度当初予算につきましては、第３次総合計画に掲げる公約の事実的な実現に一歩踏

み込んだ積極型予算として編成させていただきました。市民の期待に応えることができるよう、

強い決意と覚悟を持って、全力で未来志向型の積極的な市政運営に取り組んでまいる所存であ

ります。 

 議員各位、市民の皆様の格別な御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げ、挨拶とさせ

ていただきます。 

○議長（渋井由放）  本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（渋井由放）  日程第１ 会議録署名議員の指名をいたします。会議録署名議員は、

会議規則第８７条の規定により、議長において指名いたします。会議録署名議員に、 

          ９番 小堀道和議員 

         １０番 相馬正典議員を指名いたします。 

                                    



令和６年第１回３月定例会 第１日 

－12－ 

     ◎日程第２ 会期の決定について 

 

○議長（渋井由放）  日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。この定例会の会期は、さきに送付したとおり、本日から３月１３日まで

の１６日間としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１６日間に決定いたしました。なお、会期中の会議の日程は、送付

してあります会期日程表により行いますので御協力を願います。 

                                    

     ◎日程第３ 議案第３６号 那須烏山市農業委員会委員の任命同意について 

 

○議長（渋井由放）  日程第３ 議案第３６号 那須烏山市農業委員会委員の任命同意につ

いてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第３６号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、現農業委員会委員の任期が令和６年５月２１日をもって満了を迎えることに伴い、

新たに委員を任命したく、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意

を求めるものであります。 

 農業委員候補者について、御説明申し上げます。 

 向田在住、田澤稔氏。現在、栃木県農業共済組合総代を務められております。 

 興野在住、興野礼子氏。栃木県女性農業士として活躍され、現在、農業委員を５期務め、認

定農業者であります。 

 曲畑在住、大森浩之氏。元曲畑自治会長を務め、就農されております。 

 初音在住、石川翔平氏。烏山土地改良区理事を務められております。 

 福岡在住、小池進氏。現在、大生工業株式会社に勤められて、兼業農家であります。 

 下境在住、大窪克美氏。一般企業に勤められておりましたが、就農され、現在に至っており

ます。 

 大里在住、檜山徳夫氏。一般企業に勤められておりましたが、就農され、現在に至っており

ます。 
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 大桶在住、大野悟氏。現在、那須南農業協同組合理事を務め、認定農業者であります。 

 大桶在住、大野覚文氏。現在、農業委員を１期務め、認定農業者であります。 

 大木須在住、堀江恒夫氏。現在、農業委員を２期務めております。 

 森田在住、中村東氏。現在、農業委員を１期務め、認定農業者であります。 

 田野倉在住、黒須明氏。現在、農業委員を１期務め、認定農業者であります。 

 三箇在住、𣘺本幸雄氏。民間稲作研究認証センター代表理事等を務められております。就農

され、認定農業者であります。 

 熊田在住、川上恵氏。現在、農業委員を１期務め、認定農業者であります。 

 鴻野山在住、荒井喜代子氏。栃木県女性農業士として活躍され、現在、農業委員を２期務め、

認定農業者であります。 

 向田在住、奥畑智子氏。現在、農業委員を１期務めており、奥畑氏は中立委員となっており

ます。 

 志鳥在住、小口久男氏。現在、志鳥下自治会長を務めております。 

 鴻野山在住、仲澤清一氏。現在、農業委員を１期務め、認定農業者であります。 

 下川井在住、滝薫氏。現在、下川井下自治会長を務めております。 

 以上１９名であります。いずれの方も、農業に関する識見を有し、併せて農業に対する熱意

がある適任者でございます。なお、委員の任期につきましては、令和６年５月２２日から３年

間となります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、御同意くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

 ７番矢板清枝議員。 
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〔７番 矢板清枝 登壇〕 

○７番（矢板清枝）  渋井議長から発言の許可をいただきました、議席番号７番の矢板清枝

でございます。私は、ただいま上程されている議案第３６号 那須烏山市農業委員会委員の任

命同意について、賛成の立場から討論をさせていただきます。 

 本市におきましては、現在の那須烏山市農業委員会委員が、令和６年５月２１日に任期満了

を迎えます。今回、任命されました農業委員候補者１９名のうち、９名が継続、１０名が新規

に任命されることとなり、その中には、９名が認定農業者で、いずれの方も農業に関する識見

を十分に有しており、本市の農業委員会委員として、農業委員会法における必須事項でありま

す農地利用の最適化の推進ということで、担い手の農地の集積・集約化、遊休農地の発生防

止・解消、新規就農者の参入促進など、これからの本市の農業の発展に、大いに手腕を発揮し

ていただくのに適任者であると考えます。 

 １９名の那須烏山市農業委員会委員の方々には、本市の農業の振興及び発展に大いに活躍い

ただきますことを期待いたしまして、賛成討論といたします。 

○議長（渋井由放）  ほかに討論はございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第３ 議案第３６号 那須烏山市農業委員会委員の任命同意について、

原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第３６号は、原案のとおり同意す

ることに決定いたしました。 

                                    

     ◎日程第４ 議案第１６号 那須烏山市情報通信技術を活用した行政の推進等に関 

                  する条例の制定について 

 

○議長（渋井由放）  日程第４ 議案第１６号 那須烏山市情報通信技術を活用した行政の

推進等に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１６号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、本市における行政手続の利便性の向上や、行政運営の効率化を図るため、条例等を
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根拠として行う行政手続のうち、書面と規定されたものについて、書面による方法のほかに、

オンラインでの行政手続を可能とするために必要な事項を条例で制定するものであります。 

 また、施行日につきましては、令和６年４月１日としております。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

 なお、詳細につきましては、総務課長から説明をさせます。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  それでは、議案第１６号 那須烏山市情報通信技術を活用した行

政の推進等に関する条例の制定について、詳細説明をさせていただきます。 

 初めに、議案書の２ページ目を御覧になってください。 

 第３条でございますが、こちらは、申請等の根拠となる条例等において、書面等により行う

こととされているものについて、情報通信技術を利用したオンラインによる手続が可能とする

ための規定でございます。 

 この中で、第４項は、申請等に関し署名をする必要があるものについて、マイナンバーカー

ドや電子署名により、氏名または名称を明らかにする方法により可能とするための規定でござ

います。 

 第５項は、申請等に関し、手数料の納付の方法が規定されているものについて、オンライン

での納付等を可能とするための規定であります。 

 第６項は、申請等に関し、対面による本人確認や、書類の原本確認などが必要となる部分が

あるときは、その部分を除いて、オンラインでの申請等を可能とするための規定であります。 

 続いて、第４条でございます。こちらは、市の機関等が行う処分通知等について、情報通信

技術を利用したオンラインによる手続を可能とするための規定であります。手数料の納付に関

する規定を除き、第３条と基本的に同様の規定となっております。 

 続いて、第５条でございます。こちらは、条例等において、書面等により縦覧等に供するこ

とが規定されているものについて、電磁的記録による縦覧等を可能とするための規定でありま

す。 

 続いて、第６条でございます。こちらは、条例等において、書面等により作成または保存す

ることが規定されるものについて、電磁的記録による作成または保存を可能とするための規定

であります。 

 第７条でございます。第１号は、オンラインによる手続が適さない場合は、本条例を適用し

ないものとするための規定であります。 

 第２号、第３号は、本条例とは別に、手続等の根拠となる条例等により、オンラインによる
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手続が定められている場合は、本条例を適用しないとするための規定であります。 

 続いて、第８条でございます。マイナンバーカードの利用等により、市が確認すべき事項を

入手または参照できる場合は、添付書類等を省略可能とするための規定であります。 

 続いて、第９条でございます。こちらは、オンライン化が可能な手続や、その実施状況につ

いて、市のホームページなどインターネットを利用して、公表することを定めた規定でありま

す。 

 最後に、附則について説明します。 

 第１項は、施行期日を定めており、本条例は、令和６年４月１日に施行となります。 

 続いて、第２項の那須烏山市行政手続条例の一部改正でございますが、主な内容としまして

は、本制定条例について、処分その他公権力の行使に当たる行為ができる市の機関に、指定管

理者を新たに規定したことに伴い、行政手続条例においても、本制定条例との整合性を図るた

め、第２条第１項に指定管理者を規定するなど、行政手続条例用語の定義について、整理を行

うものでございます。 

 以上、詳細説明とさせていただきます。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 ここで申し上げます。新しい条例でございますので、総務企画常任委員会に付託したい、こ

のように思っておりますので、その常任委員の方は委員会で質疑をお願いしたいと思います。 

 質疑はございませんか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  １点お伺いします。 

 今回の改正によって、各種手続には、申請者側には大変利便性が図られるんですが、一方、

市役所側の負担になるところ、これはどんなところがあるのか、具体的に例を挙げてお伺いし

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  それでは、どのようなことが負担になるのかということでござい

ますが、この行政手続のオンライン化については、各種手続の申請者側が市民をはじめとした

関係者になりますが、オンラインで申請可能になるなど、利便性向上が図られる側面がありま

す。 

 行政側においても、これまで書面で行ってきた関係者への処分通知をオンラインで行えるよ

うになるなど、今後、オンライン手続の対象となる事務については、事務の効率化が図られる

ものと考えておりますが、負担として考えるならば、今後、行政手続のオンライン化を始める
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に当たり、新たにシステムを導入する、そういった場合には、それらの費用負担が発生するこ

とが、特に負担となる部分かなと考えてございます。 

 以上です。 

○１４番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  この条例により、手数料が発生するのかどうか、１点だけお聞きし

ます。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  総務課長のほうから、新たにシステムを導入する場合には、

費用負担が発生するというふうなことを申し上げました。 

 手数料等については、いろいろ考えられるオンライン化の手続というのも、国が想定してい

るもの、それから本市独自で進めていくもの、いろいろございます。例えば今、マイナポータ

ルを活用して手続をしている部分については、国が、デジタル庁が定めておりますので、これ

は無償でございます。ですから今度、単独でそういったオンライン化を進める場合には、当然、

そういった手数料が発生するものと、手数料条例に基づいて発生するものと予想しております。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  そうすると、新たに手数料条例をつくるということも考えられるわ

けですね。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  例えば今、条例で定めております手数料条例は、これまでど

おりの申請に基づいて定められております。例えば、公民館講座の参加の申込みだったりとか、

ですから手数料の伴わないものとか、いろいろ想定はされます。そういったものを、来年度、

よく調整して、検討していくこととしております。 

 今回は、そういったものを可能とするための条例の改正ということでございますので、御理

解いただければと思います。 

○議長（渋井由放）  １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  手数料に関しては了解といたします。 

 この第７条にあるオンラインによる手続が適さないものというのは、どのような部分を指す

んでしょうか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 
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○総務課長（佐藤博樹）  例えば許可証なんかを店舗内、または車とかに貼らなければいけ

ないとか、そういったものに関しては、オンラインでの手続は取れませんので、今までどおり

というのが、この適用除外に当たる１つかなと考えております。 

○１５番（髙田悦男）  了解。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  １点だけ確認したいんですけども、第８条に添付書面等の省略があり

ますね。これは、確定申告なんかの場合も、ｅ－Ｔａｘとかでやると、医療費控除なんかの場

合には一々領収書をつけなくてもいいとか、すごくメリットもあるんですけれども、ただしど

こまで、どういうものが省略できるのかというのを明確に、何かもう少し詳しく説明してほし

いんですけども、基本的に、今まで書面でやっていたもので、必要な書類を添付しなきゃいけ

ないというものを、全てこれは省略できるのか、その辺のところが、使う立場というか、すご

く厄介なところなので、その辺のところをもう少し詳しく説明してほしいんですけど。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  なかなか具体的な事例を挙げて、この場で説明はできないんです

が、あくまでオンライン化に伴って、余計な手続を省くという点を考えれば、今、議員がおっ

しゃるように、全てそういった添付は省略していこうというのが、まず基本にございます。 

 ただ、それでもなおかつ現段階においては、必要な資料、対面的な確認が必要であったりと

か、そういったものに関しては、やっぱり省略できない部分も出てくるかと思います。これら

については、それぞれの事務の中の整理をしていくのがこれから始まりますので、その中で詳

細は決めていきたいと考えてございます。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ちょっと理解できなかったところがあるんだけど、結局は今まで紙ベ

ースであれば、添付資料というのは紙で一緒に添えることはできるんですけど、電子的になる

と、それを要は電子情報に、個人が全部データを取って、それで添付資料としてやるなんてい

うと余計大変なので、その辺がちょっと心配だったので質問したんですけども、それに関して

何かコメントはありますか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  基本としては、添付は省略する方向で考えてございます。 

○９番（小堀道和）  オーケーです。 

○議長（渋井由放）  ほかにございませんか。よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議事を進行いたします。 

 お諮りします。ただいま上程中の議案第１６号については、総務企画常任委員会に付託した

いと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１６号は、総務企画常任委員会

に付託いたします。 

                                    

     ◎日程第５ 議案第１７号 那須烏山市立認定こども園設置及び管理条例の制定に 

                  ついて 

 

○議長（渋井由放）  日程第５ 議案第１７号 那須烏山市立認定こども園設置及び管理条

例の制定についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１７号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、公立保育園等個別施設計画に基づき、つくし幼稚園とにこにこ保育園を統合し、新

たな認定こども園を設置するため、設置に関する条例を制定するものであります。 

 また、統合に伴い閉園となるつくし幼稚園と、にこにこ保育園に関する条例につきまして、

所要の改正を行うものであります。 

 なお、正式開園は、令和７年４月を予定しておりますが、過日実施した市民投票により、施

設の名称候補が「なすからこども園」に決定し、今後、看板等の設置や入園募集を円滑に進め

るため、今定例会に上程するものであります。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由

の説明といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これも新しい条例ですので、文教福祉常任委員会に付託したいと、このように思っておりま

す。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  認定こども園設置及び管理条例の制定でございますが、公募の結果、

「那須烏山市立なすからこども園」となったということでございます。令和７年というんだか
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ら、来年の４月１日から施行ということでございます。 

 基本的に、つくし幼稚園とにこにこ保育園と、これを統合して認定こども園にするわけでご

ざいますが、今の工事の進捗状況並びにその２つの、にこにこ保育園とつくし幼稚園の統合に

向けた今後の進め方というんですかね、新しい入園も含めて、どんなふうに今、対策を取って

いるか、説明をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 まず、工事の進捗状況でございますが、建築工事、これは大体５０％から６０％完了してご

ざいます。機械設備工事は、まだ２０％から３０％、電気設備工事も大体そのぐらいというこ

とで、工程どおりには順調に進んでおるということでございます。 

 また、にこにこ保育園とつくし幼稚園の統合に向けて、いろんな詳細につきましては、園の

職員、また、こども課の職員等で構成しておりますワーキンググループ等がございますので、

そこで細かい運営等につきましては月に２回ほど集まりながら、今そちらを決めているところ

でございます。 

 なお、管理運営等に関し詳細事項は、別途、規則等により定めることになるかとは思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  分かりました。 

 まだ募集をしていないので、正確なところは分からないと思うんですが、大まかに言うと、

何人ぐらいのこども園の園児になる見込みか、もし参考的な数字があれば、お示しいただきた

いと思います。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 一応、利用定員ということで予定しております人数がございまして、０歳児から５歳児まで

で、今のところ１３９人を利用定員として予定しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 
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○４番（堀江清一）  にこにこ保育園とつくし幼稚園、統合ということですが、園の職員の

数、これは統合によって、増減というのはどんな状況になるのでしょうか、お伺いします。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  職員の数につきましても、今のところ増減の予定はなく、今ま

でどおりの体制でいこうかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  素人考えなんですが、統合したということで、事務的なことが兼務で

きないのかということで、職員の数がひょっとしたら減らすことができるのではないかなと単

純に疑問に思いました。可能であれば、そういうことも考えられればよいのかなと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  先ほどの堀江議員の質問に関して、ちょっとお伺いしたいんですけれ

ども、職員数が変わらないというのは、それはにこにこ保育園とつくし幼稚園を合わせた人数

でのということでよろしいでしょうか。その確認なんですけれども、あとちょっと分からない

ので、教えていただきたいところがありまして、第５条とか第７条に関することなんですけれ

ども、第７条のほうで、市の設置する学校で、現行のほうだと「及び幼稚園」とあるんですが、

これは分類上は認定こども園というのは学校ということでいいんですかね。法律、何かいろい

ろあると思うんですけど、教育基本法で定める学校というのをこっちに当てはめているという

ことでいいんですね。学校教育法では、幼稚園とか認定こども園は多分、学校ではなかったと

思うんですけど、ちょっとそこら辺、確認させてください。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 統合後の職員の数ということで、おおむね現状のままということですが、例えば会計年度任

用職員に関しましては、若干、効率化によって少なくなる可能性はあるかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  認定こども園、こちらは学校教育法の範疇かどうかというと

ころの御質問だと思うんですが、認定こども園の管轄は、内閣府になります。文科省からは外

れてしまいますので、それで、学校教育法の第１条には、「学校とは」という部分で記載され

ております。その中には、幼稚園はありますけれども、認定こども園の記載はございませんの
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で、それに従いまして、認定こども園は、学校教育法の中では管轄外になります。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  職員数のほうは分かったんですけれども、会計年度任用職員のほうは

若干減るかもしれないということですね。 

 単純に、すみません、この第７条のほうで「及び幼稚園」というのが削除されているという

のは、認定こども園は市の条例上は学校にくくるということでよろしいんですかね。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  認定こども園は、教育委員会の管轄ではなくなります。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  理解しました。ありがとうございます。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、ここで文教福祉常任委員会に付託したいと

思いますけれども、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１７号は、文教福祉常任委員会

に付託いたします。 

 ここで、暫時休憩いたします。再開を１１時といたします。 

休憩 午前１０時４９分 

 

再開 午前１１時００分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

                                    

     ◎日程第６ 議案第１８号 那須烏山市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条 

                  例の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第６ 議案第１８号 那須烏山市長等の損害賠償責任の一部免責

に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１８号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 
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 本案は、地方自治法施行令等の一部を改正する政令が令和６年４月１日に施行されることに

伴い、本条例中の引用部分に条ずれが発生するため、所要の改正を行うものであります。 

 なお、施行日につきましては、改正令の施行日に合わせて、令和６年４月１日としておりま

す。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由

の説明といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 ここで報告いたします。ただいま上程中であります議案第１８号 那須烏山市長等の損害賠

償責任の一部免責に関する条例につきましては、地方自治法第２４３条の２第２項の規定によ

り、本条例の制定、改正及び廃止に関する議決をしようとするときは、あらかじめ監査委員の

意見を聞かなければならないと規定されていることから、監査委員に照会いたしましたところ、

特に意見はないと回答をいただいておりますので、御報告いたします。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第６ 議案第１８号 那須烏山市長等の損害賠償責任の一部免責に関

する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１８号は、原案のとおり可決い

たしました。 
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     ◎日程第７ 議案第１９号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に 

                  関する条例の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第７ 議案第１９号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１９号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、特別職報酬等審議会からの答申を踏まえ、教育委員会委員の報酬額を引き上げるほ

か、委員と教育長職務代理者の報酬額に差をつけるなど、所要の改正を行うものであります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

 なお、詳細につきましては、総務課長から説明させます。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  議案第１９号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁

償に関する条例の一部改正について、詳細説明をさせていただきます。 

 初めに、特別職等の報酬につきましては、他市町の動向や本市の財政状況等を踏まえて、定

期的に見直しを図る必要があることから、昨年２月に特別職報酬等審議会に諮問し、調査・審

議いただいたところであります。 

 この審議の中で、５年前、平成３０年度に開催された審議会の答申において、段階的に引き

上げる必要があるとの意見が付された選挙管理委員会委員、教育委員会委員、監査委員の報酬

額について、先行して調査・審議させていただいたところでございます。 

 その結果、県内の他市町と比較して、特に報酬額が低い教育委員会委員の報酬額を、県内の

町平均額以上に引き上げるとともに、教育委員会委員よりも活動日数が多い、また職責が重い

教育長職務代理者の報酬額についても、委員と報酬に差をつけるべきとの答申を受けました。 

 この答申を踏まえ、教育委員会委員の報酬額につきましては、県内の町平均年額２５万

５,２７３円、月額にすると２万１,２７３円を上回る額として、月額として２万２,０００円、

年間にすると２６万４,０００円に引き上げるものです。 

 また、教育長職務代理者の報酬額については、委員と報酬差をつけている県内他自治体の例

を参考に、月額１,０００円、年額にすると１万２,０００円を委員報酬に上乗せすることにし、

年額２７万６,０００円に引き上げるものでございます。 
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 以上で詳細説明とさせていただきます。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  現在、この職務、担当されている委員の方は、何名ほどいらっしゃる

んでしょうか。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  教育委員の数ということでよろしいですかね。教育委員の数

は、教育長職務代理者も含め５名でございます。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  提案理由は分かったんですけども、現行が、教育委員会委員２５万

円となっておりまして、片方の改正後が、教育長職務代理者と委員の若干格差をつけると、こ

ういうことでございますが、そうすると現行は、教育長の報酬に教育委員会委員としての報酬

を載せて支払っていると、こういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（渋井由放）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  教育委員会の委員は４名ということで、私は教育委員会の中には入

っておりますが、委員ではございませんので、主催者というふうな形になります。ですから、

私は議会で定められた報酬を頂いていますので、教育委員としての報酬は頂いておりません。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  今の説明で大体、分かったんですが、しからば、なぜこの教育長職

務代理者というのが改めてついたのか、そこがちょっと。今もいるんですか。教育長職務代理

者というのは、教育長のほかにいるんですね。そこが理解できなかったもので。 

 分かりました。 

○議長（渋井由放）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  教育長職務代理者って、これが１つの役職名になっておりまして、

教育委員の中から職務代理者を１名選出するということになっております。 

○議長（渋井由放）  ほかにございますか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  この条文には特別、異議を申すわけではないんですが、総務課長、

１点、参考のためにお伺いしたいと思います。 

 報酬審議委員が審議の対象とする、例えばこれは議会議員から三役の皆さんも含まれると思
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うんですが、今度の審議委員会では、どの職種について対象にして審議しようというような、

そういったことは誰が決定しているんですか。これは総務課のほうで資料を提出し、今回はこ

の職について審議してくださいと、それでもって審議委員は審議しているんでしょうか。 

 １点お伺いします。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  まず、特別職報酬等審議会のまず所掌事務の一つとしては、市長、

副市長、教育長、また議員の方々の報酬を審議する場でございます。そのほかに、特別職で必

要があるときは審議することができるというようなことから、今回につきましては、昨年２月

に報酬審議会に諮問したということになっておりますが、市長の諮問においては、今回の三役、

また議員の報酬、そういったものも他市町村と比較してどうなのか、それも踏まえて、平成

３０年度には、先ほど申し上げました選挙管理委員会や教育委員会、監査委員については、段

階的に引き上げろという答申があったことから、今回、全てこれらの挙がった職種についてを、

まず平均値を確認しようということになっております。 

 ただ、前回の平成３０年度に出された審議会の答申で段階的に上げるという答申を踏まえて、

今回は、先行してまずこの３つの職種について検討させていただいたと。今後は、改めて三役、

議員の報酬、そういったものについての審議をする予定で考えてございます。 

 以上です。 

○１４番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  ほかにございますか。質疑はございませんね。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 
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 採決いたします。日程第７ 議案第１９号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用

弁償に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１９号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第８ 議案第２０号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改

正について及び日程第９ 議案第２１号 那須烏山市職員給与条例等の一部改正につきまして

は、関連がありますことから、一括して議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第８ 議案第２０号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条 

                  例の一部改正について 

     ◎日程第９ 議案第２１号 那須烏山市職員給与条例等の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  よって、議案第２０号及び議案第２１号の２議案については、一括し

て議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第２０号から議案第２１号まで、一括して提案理由の説明を申し

上げます。 

 両議案は、いずれも令和５年８月の人事院勧告に基づき、国家公務員の取扱いに準ずるよう、

関係条例の所要の改正を行うものでございます。 

 まず、議案第２０号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正に

ついてでございます。 

 本案は、フレックスタイム制の拡充及び夏季休暇の取得可能期間を拡大するための所要の改

正であります。 

 次に、議案第２１号 那須烏山市職員給与条例等の一部改正についてでございます。 

 本案は、在宅勤務等手当を新たに支給するための所要の改正であります。 

 以上、議案第２０号から議案第２１号まで、一括して提案理由の説明を申し上げました。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明
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といたします。 

 なお、詳細につきましては、総務課長より説明させます。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  ただいま一括上程となりました議案第２０号 那須烏山市職員の

勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正、議案第２１号 那須烏山市職員給与条例等

の一部改正についての両議案につきまして、詳細説明をさせていただきます。 

 まず、議案第２０号でございますが、１ページから３ページまでにつきましては、こちらは

フレックスタイム制について改正する内容となってございます。 

 具体的な改正内容につきましては、従来の制度では、育児・介護等を行う職員に限り、フレ

ックスタイム制を活用し、１週間当たりの勤務時間の総時間数である３８時間４５分を維持し

た上で、週１回を限度に、勤務時間を割り振らない日の設定を可能としておりましたが、本改

正により、育児等を行う職員に限らず、一般職員も同様の運用を可能とするものでございます。 

 続いて、４ページを御覧ください。 

 こちらは、夏季休暇の取得期間を拡大するものであります。 

 具体的には、夏季休暇の取得については、現在、７月から９月までの間に取得を認められて

おりますが、業務繁忙などの理由により、休暇の全部または一部を取得することが困難である

と認められる職員については、６月から１０月までの間に夏季休暇の取得を可能とするよう、

所要の改正を行うものでございます。 

 最後に、附則でございますが、施行期日は、本条例のうち夏季休暇の改正については令和

６年４月１日から、フレックスタイム制の改正については令和７年４月１日から施行するもの

でございます。 

 また、附則の第３項において、フレックスタイム制の改正に伴い、時間外勤務手当、休日勤

務手当、管理職員特別勤務手当の支給について、那須烏山市職員給与条例を一部改正するもの

でございます。 

 続きまして、議案第２１号 那須烏山市職員給与等の一部改正について、詳細説明をさせて

いただきます。 

 １ページ、第１条、那須烏山市職員給与条例の一部改正、２ページ、第２条、那須烏山市職

員、一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正、第３条、那須烏山市

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正とも、在宅勤務を中心とした働き方を

行う職員の光熱水費等の費用負担を軽減するため、在宅勤務等手当を新たに支給するものでご

ざいます。 

 在宅勤務等手当の支給対象者は、１か月当たり平均１０日を超えて在宅勤務を命ぜられた職
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員とし、支給額は、月額３,０００円を支給することといたします。 

 なお、在宅勤務等手当が支給される職員は、通勤回数が減ることから、通勤手当を減額する

ことといたします。 

 続いて、附則でございますが、施行期日は、令和６年４月１日から施行するものでございま

す。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  まず議案第２０号ですが、これまで夏季休暇が７月から９月という

ような取得期間だったものを、６月から１０月までと幅を広げたという理解でよろしいんでし

ょうかね。これについては、４月１日から実施と。 

 それで、フレックスタイム制の拡充については、一般職まで広げるということで、これは令

和７年４月１日からということでよろしいんですよね。 

 次、議案第２１号でございますが、在宅勤務関係で、居住等において一定期間以上継続して

仕事をした場合、１か月当たり１０日を超えて、正規の勤務時間の全部を勤務することを命ぜ

られた職員ということで、月額３,０００円ということで、新たに支給されると。しかし通勤

手当等で調整をすると、こういうような説明だったかと思います。 

 しからば本市において今後予想される在宅勤務職員は、今のところどのぐらい出るという見

込みがあるんでしょうかね。その辺の説明をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  在宅勤務そのものは、過去においては、この手当が創設される前、

新型コロナウイルス感染症対策の観点から、出勤者を減らすという目的で、在宅勤務を命ずる

ことがございました。 

 そういったところは、あえて在宅勤務を命じながら、シフトの編成をしてございましたが、

昨年の５月以降、こういった在宅勤務をする職員については、手当の支給にかかわらず、現在

は制度上はできるんですが、数は少ないというのが事実でございます。 

 今後、手当ができてからそれを取る人が多くなるかというと、それほどは見込んでおりませ

ん。あくまで育児、介護などで必要に追われて取る職員が、こういった制度を利用するのかな

とは考えてございます。一般的な職員で、この在宅勤務を利用するというのは、今のところあ

まり想定してございません。 

 以上です。 
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○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  これは例えば、簡単に言うと体調が悪くて勤務できないというので

テレワークにさせてもらいますということじゃなくて、あくまでも業務上、いわゆる在宅で仕

事してもいいですよという、何というか、そういう業務命令がないと、在宅勤務には当たらな

いというふうな理解でよろしいんですかね。 

 もう一度、確認しておきたいと思います。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  在宅勤務そのものは、職務と同じ扱いでございますので、職務に

専念する義務というのがそのときも発生しておりますので、平塚議員がおっしゃるとおり、そ

のときはしっかり仕事をしているということになります。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  大体理解はしたんですが、業務命令がない者のテレワーク、在宅勤

務はないという理解でよろしいんですか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  おっしゃるとおりでございます。しかも３か月間の計画を承認し

た上で命ずることとなりますので、ハードルはちょっと高いのかなと考えております。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

○１６番（平塚英教）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  議案第２０号の件なんですけれども、現在の夏季休暇の職員の取得率

と、あと取得しても、フルで取れている方、それぞれどれくらいの割合でいらっしゃるのか、

数字をお持ちでしたら教えてください。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  令和５年度の夏季休暇の取得対象者は、２３６名でございます。

ここには、栃木県の派遣職員や南那須地区広域行政事務組合への派遣職員、育休は除かれてお

ります。その中で、７月から９月までの期間において、６日間の夏季休暇を取得した職員数は、

全体で２３０名ございます。全体の９７.５％が取得してございます。残りの職員につきまし

ては、６日未満であった職員は６名ということに現在の実績としてなってございます。 

 主な理由としては、統計業務が入ってしまった、または山あげ祭などやキャッシュレス決済

キャンペーン、そういったものがその時期に特に集中したというような業務繁忙が挙げられて

いるのかなと感じております。 
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 以上です。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  数字のほうでは、おおむね理解できました。 

 私が提案したキャッシュレスキャンペーンで休暇が取れなかった職員がいらっしゃったとい

うことは、非常に残念なんですけれども、今回の時期の拡張によって１００％を目指せるとい

う理解でよろしいでしょうか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  業務多忙な時期に、そういった業務が入るかどうかは、各課長を

含め庁内調整を図り、全員が６日間の取得ができるように促進してまいりたいと考えてござい

ます。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  夏季休暇については、約１００％の取得率という数字を今、示した

ところですが、年休の取得率はどのようになっていますか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  年休につきましては、手元にあるのが４月から１２月１５日まで

のデータでございますが、平均取得率は５.８日程度となっております。若干、低めの数字が

現在では出ているのかなと思っております。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  年休も取得率が上がるように、それぞれの課及び市長も、職員に仕

事をしながら年休を取ってくださいと呼びかけ、取得率を上げてください。 

 要望です。 

○議長（渋井由放）  答弁はよろしいですか。 

○１５番（髙田悦男）  はい。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  まず議案第２０号についてお伺いします。 

 職員がフレックスタイム制による勤務をする場合、これは市長として、また課長として、職

員にどんどんこの制度を利用するように奨励するものなのでしょうか。１つこれをお伺いした

いと思います。 
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 それと、これは全職種、全職員がこの制度を利用できるのかどうかについて、お伺いいたし

ます。 

 次に、議案第２１号の在宅勤務なんですが、これは市長が命ずることになるんでしょうか。

課長の場合ですと、課長の下の部下職員は課長が命ずることになるのかもしれませんが、誰が

命ずるのか、お伺いします。 

 それと、どのような場合、在宅勤務を命ずるのか。今まではコロナウイルスの感染が拡大し

た頃はこれを取っていましたが、それ以外に何か想定されるようなことがあるのかどうか、お

伺いします。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  フレックスタイム制を奨励するのかという点でございますが、実

際には、かなり課題が多く、本市ではなかなか正式に今現在も運用できていない状況でござい

ます。 

 ただ、早出・遅出出勤制度、そういったものは案外、利用しやすい状況から、その制度を活

用している者が多い状況でございます。 

 フレックスタイム制の本格導入は、令和７年４月１日ということでございますので、この間

に、その課題がどれだけあって、どれだけ解消し、働き方改革の１つの手段としても活用でき

ることから、有効な手段だとは考えてございますが、現段階ではなかなか奨励できないのかな

と考えてございます。 

 また、全職種、全職員が利用できるかでございますが、会計年度任用職員を除くほかの職員

は、基本的には利用可能となってございます。原則には利用できると考えてございます。 

 また、在宅勤務は市長が命じるというところでございますが、申請は市長に対して出すこと

になりますが、基本的には、直属の上司がそれを承認して専決し、決定していくものと考えて

ございます。 

 また、在宅勤務に関してでございますが、やはり働き方の支援でございますので、そういっ

た申請をしていきたい職員がいる場合には、極力そういったものに取り入れて、子育て、介護、

その他自分の、何というんですかね、働き方の充実を図って、積極的に業務が効率化できるよ

うな職員のワーク・ライフ・バランスの確保にも寄与できるものと考えてございますので、考

えていきたいと思っております。 

○議長（渋井由放）  １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第８ 議案第２０号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関

する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２０号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第９ 議案第２１号 那須烏山市職員給与条例等の一部改正について、原案のとおり決

定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２１号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１０ 議案第２２号 那須烏山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に 

                   関する条例の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第１０ 議案第２２号 那須烏山市会計年度任用職員の給与及び

費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 
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○市長（川俣純子）  議案第２２号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方自治法の一部を改正する法律が令和６年４月１日から施行されることに伴い、

会計年度任用職員に対する勤勉手当を支給するため、所要の改正を行うものであります。 

 また、本条例の改正に伴い、育児休業中の会計年度任用職員の勤勉手当についても、基準日

から６か月以内に勤務した実績があれば、その期間に応じて勤勉手当を支給することになるた

め、那須烏山市職員の育児休業等に関する条例についても、所要の改正を行うものであります。 

 なお、施行日につきましては、地方自治法の一部改正に合わせ、令和６年４月１日としてお

ります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  会計年度任用職員の、今までは期末手当ということだったんですが、

今度は期末手当と勤勉手当というのを支給するというふうになったと思います。 

 それで、いわゆる任用職員については、正職員ですよね。会計年度職員というのはそうでな

いと私は理解しているんですけれども、任用職員の数、フルタイムの会計年度任用職員の数、

それとパートタイム会計年度任用職員の数と、現在はどんなふうになっていますでしょうか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  まず、任用職員は、正職員も会計年度任用職員も任用職員でござ

います。 

 その中で、正職員は正式な職員として、正式な職員というんですかね、正職員、一般職員で

ございます。会計年度職員については、任期が定められている職員が会計年度任用職員になり

ます。 

 その中で、予算書でいうと、９９ページに給与費明細書というのがあるんですが、その中に

は、新年度当初、令和６年当初の人数で書かれていますが、３４０名が全体の、会計年度も入

れた全枠になります。そのうち、会計年度任用職員は１０６名。そのうち、フルタイムは１名、

短時間勤務は１０５名になります。それで、そのほか……。 

○議長（渋井由放）  平塚議員、これは後で詳しく表にでも作ってもらって、出してもらう

ということで、いかがですか。 

○１６番（平塚英教）  はい。よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  あと、いろんな職員の種類があるので、それもしっかり意味が分かる
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ように出してもらうということで、佐藤総務課長、よろしいですか。 

 次に、参ります。質疑ございますか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  参考のためにお伺いしたいんですが、勤勉手当の支給額、会計年度

任用職員に限って、幾らぐらい今回の改正で増額になるんでしょうか。 

 １点だけお伺いします。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  先ほど、会計年度任用職員は、フルタイムも含めて１０６名とい

うお話をしましたが、そのうち、会計年度任用職員でも、この勤勉手当が該当するのは、現在

のところ８９名を予定しております。 

 その８９名の総額は、２,８４３万６,０００円が一般会計でございます。 

 なお、特別会計も含めますと、特別会計にも会計年度任用職員がおりますので、それらの勤

勉手当も含めますと、３,２１５万２,０００円になると試算しております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  了解いたしました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１０ 議案第２２号 那須烏山市会計年度任用職員の給与及び費用

弁償に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２２号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１１ 議案第２３号 那須烏山市消防団設置条例の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第１１ 議案第２３号 那須烏山市消防団設置条例の一部改正に

ついてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第２３号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、那須烏山市消防団のうち、小木須・大木須・横枕地区を管轄する第３分団第４部、

第５部、第６部を統廃合し、第３分団の定員を２６名削減することに伴い、団員の定員を

６２９人から６０３人に変更するための所要の改正を行うものであります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

をいたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  市消防団の設置条例の一部改正ということで、消防団の第３分団の

統廃合ということでございまして、大木須、小木須、横枕の消防団員を統合して、２６人定員

が減るというような提案でございます。 

 それで、大木須、小木須、横枕の消防団については、どこが消防団の詰所となるのか、消防

車の稼働についてもどんなふうに進めるのか、そこだけ確認しておきたいと思います。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  現在、調整しているのは、横枕の詰所を本拠地として活動すると

いうことで聞いてございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  消防車は１台になっちゃうんですか。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 
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○総務課長（佐藤博樹）  現在、小木須、大木須、横枕に消防ポンプ自動車が１台、小型動

力ポンプ積載車が２台ございます。そのうち、大木須の車両につきましては、古い車両のため、

それは廃棄する予定で考えてございます。残りの２台につきましては維持をして、当面は団員

数も少し多めに今おりますので、活動していきたいと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  分かりました。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１１ 議案第２３号 那須烏山市消防団設置条例の一部改正につい

て、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２３号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１２ 議案第２４号 那須烏山市手数料条例等の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第１２ 議案第２４号 那須烏山市手数料条例等の一部改正につ

いてを議題といたします。 
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 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第２４号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、戸籍法の一部を改正する法律の施行に伴い、令和６年３月１日から、新たに戸籍謄

本等の広域交付やオンライン上での行政手続をする際に必要な、戸籍電子証明書提供用識別符

号等の発行が可能となることから、これらの戸籍事務について、手数料を徴収するための所要

の改正を行うものであります。 

 なお、新たに発生した戸籍事務の手数料につきましては、全国的な手数料の基準を示した地

方公共団体の手数料の基準に関する政令に準じて、定めることとしております。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由

の説明といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  市手数料条例の一部改正ということでございまして、全く変わって

いないところもありますが、戸籍の電子証明書の提供識別符号の発行というのが新たに加わっ

て、それが４００円と、除籍電子証明書提供用識別符号の発行と、これが７００円というのが

新たに加わったということなんですが、実際の運用というんですかね、内容というんですかね、

それはどんなふうになるのか。 

 さらには、これまで６だったんですかね、上質紙を用いた婚姻、離婚、養子縁組、養子離縁

または認知の届出の受理証明というのが１,４００円なんですが、これが改正ではやはり

１,４００円というふうに、３５０円なんだけども、上質紙を用いたときには１,４００円とい

うような発行だとお見受けするんですが、その３つの改正内容、もう一度、中身を説明いただ

きたいなと思います。 

○議長（渋井由放）  大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  それでは、お答えいたします。 

 まず、（５）戸籍の電子証明書提供用識別符号の発行ということなんですが、こちらにつき

ましては、現状の戸籍につきまして、パスポートの申請など、そういったときに原本を添付す

るのではなく、符号、１６桁の番号なんですが、そちらのほうの証明書をつければ原本をつけ

る必要がないというところで、パスポートの申請などに使われる場合で、（５）の戸籍につき

ましては、通常の戸籍、次のページ、２ページの（６）につきましては、除かれた戸籍につき
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ましての符号の発行になりますので、こちらが７００円ということになります。 

 続きまして、３ページの上質紙を用いた届出書の受理の証明ということで、１,４００円に

なりますが、こちらにつきましては、大体、婚姻の証明書ということで、賞状のような厚紙に、

婚姻の届出がありましたということで証明するような場合、そちらのほうについて出した場合

には、１,４００円ということになりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  分かりました。 

○議長（渋井由放）  了解ですね。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１２ 議案第２４号 那須烏山市手数料条例等の一部改正について、

原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２４号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１３ 議案第２５号 那須烏山市介護保険条例の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第１３ 議案第２５号 那須烏山市介護保険条例の一部改正につ
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いてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第２５号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度から令和８年度までを計画期間とする那須烏山市高齢者福祉計画・第

９期介護保険事業計画における第１号被保険者の介護保険料を定めるため、所要の改正を行う

ものであります。 

 主な改正点としまして、介護保険法施行令の一部改正に伴い、保険料の所得段階を、現行の

１１区分から１３区分に多段階化するとともに、公費を充当することにより、低所得者の保険

料を引き下げ、負担軽減を図るものであります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

 なお、詳細につきましては、健康福祉課長に説明させます。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  それでは、私のほうから、那須烏山市介護保険条例の一部改正

について、詳細説明を申し上げます。 

 今回の改正は、所得段階の区分、介護保険料の改正と併せまして、介護保険法施行令及び国

庫負担金の算定等に関する政令等の一部改正により、所要の改正を行うものであります。 

 まず、介護保険料につきましては、老人福祉法及び介護保険法で定められております高齢者

福祉計画・介護保険事業計画の見直しにより、介護サービス見込み量と保険料を推計し、第

１号被保険者の介護保険料を定めております。 

 なお、介護保険事業計画は、３年ごとに見直しを行い、第９期計画として、令和６年度から

８年度の３年間の計画となっております。 

 それでは、議案につきまして御説明しますので、議案書１ページの新旧対照表を御覧くださ

い。 

 まず、第２条でございますが、こちらで令和６年度から令和８年度までの事業計画期間にお

ける保険料率を改正しております。右欄、現行の第１号から、２ページ第１１号につきまして

は、令和３年度から令和５年度までの前期事業計画において、介護保険施行令第３９条を適用

し、市独自で第１号被保険者の区分を１１段階に定めておりましたが、このたびの施行令の一

部改正に伴い、施行令第３８条を適用し、国の示す１３段階に準じて、低所得者は保険料を抑

え、高所得者には所得に合った応能負担をお願いするものであります。 
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 改正額でありますが、第１項第１号にあります令第３８条第１項第１号との表記が、所得段

階の第１号段階と御理解いただきまして、現行３万３,１００円から３,０００円減の３万

１００円に、第２号が４,３００円減の４万５,４００円に、第３号が４,０００円減の４万

５,７００円に、第４号から第９号までは、現行と同額に、第１０号以降は、御本人が市民税

課税の方を対象として所得要件の見直しを図り、第１０号は、合計所得金額が４２０万円以上

５２０万円未満の方で１２万６,０００円に、第１１号は、合計所得金額が５２０万円以上

６２０万円未満の方で１３万９,３００円に、第１２号は、合計所得金額が６２０万円以上

７２０万円未満の方で１５万２,６００円に、第１３号は、合計所得金額が７２０万円以上の

方で１５万９,２００円と改正し、高所得者の方には応能負担をお願いするものとなっており

ます。 

 次に、２ページ中段、第２項から第４項ですが、こちらは、低所得者の負担軽減を図るため、

公費を充当することにより減額賦課を行うものであります。 

 まず、第２項ですが、先ほど第１項第１号において３万１００円と説明したところでありま

すが、公費を充当することにより、さらに１万１,２００円減の１万８,９００円に、第３項で

は、第１項第２号について、１万３,３００円減の３万２,１００円に、第４項では、第１項第

３号について、３００円減の４万５,４００円とするものであります。 

 次に、第４条第３項は、保険料の賦課期日後において、第１号被保険者の資格取得・喪失等

があった場合の保険料額の算定となり、こちらは施行令で算出する条文の変更によるものであ

ります。 

 次に、附則でございますが、第１項、施行期日は令和６年４月１日とし、第２項、経過措置

としまして、令和５年度以前の保険料は、従前の例によるものとしております。 

 以上、詳細説明といたします。よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時００分とさせていただきま

す。 

休憩 午後 ０時０１分 

 

再開 午後 １時０１分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  これから３年間の介護保険の保険料の決定なんですけれども、今ま
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で１１段階だったものを、１３段階に所得に応じて切り替えるということなんですけども、こ

の１３段階に切り替える中で、それぞれの、これは見込みなんですけども、人口構成というん

ですかね、人数というんですかね、それがもし分かれば、お示しいただきたいなと思います。 

 それで、低所得者は下げるということでございます。それで、１０段階から所得に応じて引

き上げるというような中身かなと思うんですけれども、簡単に言うと、引き上げる部分の金額

と、引き下がる分の金額というんですかね、その総合計はプラス、マイナス、どういうふうに

なるでしょうかというのが２つ目の質問です。 

 ３つ目の質問は、１３段階の下に２、３、４とありまして、公費充当分によってこれをさら

に引き下げるというように先ほどお聞きしたんですけども、もう一度、具体的にはこの２ペー

ジの２、３、４は、２条の１、２、３の引下げに上乗せして引き下げるというような考え方な

のか、その辺の内容について、もう一度、説明をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  ただいまの御質問にありました、まず人数でございますが、令

和５年と６年度、そこで１１段階から１３段階に変えますので、そこの人数構成が若干変わっ

てきます。 

 まず、令和５年度の人数を申し上げます。令和６年２月６日時点の第１号被保険者数です。

令和５年度の１段階が１,１２０名、２段階が８１２名、３段階が８００名、４段階が

１,０７３名、５段階が１,７６６名、６段階が１,７６１名、７段階が１,１７３名、８段階が

４８１名、９段階が１４３名、１０段階が１２９名、１１段階が９４名です。 

 それを令和６年度の１３段階に分けますと、１段階が１,１２０名、２段階が８１２名、

３段階が８００名、４段階が１,０７３名、５段階が１,７６６名、６段階が１,７６１名、

７段階が１,１７３名、８段階が４８１名、９段階が１７０名、１０段階が７２名、１１段階

が３２名、１２段階が２２名、１３段階が７０名でございます。 

 次に、引き上げる分と引き下げる部分の金額でございますが、引き下げるほうが、合計で

２６２万円の減になります。引き上げるほうが３８４万９,４００円の増。ですので、引き上

げる額としまして、１２２万９,４００円の増となっております。２ページにあります第３条

第２項につきましては、１ページの第２条第１項第１号、３万１００円が１万８,９００円に

なるということです。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  そうですよね。その差額は市が負担する、そういうことですか。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  公費で負担します。以下、一緒で第２条第１項第２号につきま
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しては第２条第３項、第２条第１項第３号につきましては第２条第４項という形になっていま

す。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  下げたものについて、さらにこれで下げると。公費負担でね。了解

しました。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ちょっと教えてください。 

 先ほど説明の中で、市独自に今まで１１段階、これが国が１３段階になったので、国に合わ

せるという説明でしたけれども、今回のこの一部改正して、いろいろ決まったこの数字も含め

て、国の制度と、市の独自のものというのはどんなのがあるのか、同じなのか、この辺、詳細

を教えてください。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  次期の令和６年以降の３年間につきましては、完全に国に準じ

た数字になっております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  要は今回、改定したものも、もう国と制度は同じですよということで

いいということですね。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  金額につきましては、市のほうで基本の数字をはじきまして、

基本額を決めます。それに対して、掛け率があるものですから、掛け率については国に準じて

います。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ということは、市が独自で決めていて、優遇制度としてここがそうな

んですよということを市民にＰＲしようとすると、どの点ですか。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  特に優遇制度というのはございません。あくまでも国のほうで

基準の比率を決めますので、それに準じて、市のほうで基準額を決めたものに対して掛けてい

くような形ですので。 
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○議長（渋井由放）  ほかにございますか。 

 １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  今の説明の中で、第２項から第４項の公費負担の分はいかほどにな

るのか、数字を教えてください。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  申し訳ありません、手持ちの資料がないので、計算して、また

御連絡させていただく形でよろしいでしょうか。 

○議長（渋井由放）  １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  了解です。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１３ 議案第２５号 那須烏山市介護保険条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２５号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１４ 議案第２６号 那須烏山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運 

                   営に関する基準等を定める条例の一部改正について 

     ◎日程第１５ 議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、 
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                   設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正につ 

                   いて 

     ◎日程第１６ 議案第２８号 那須烏山市指定地域密着型介護予防サービスの事業 

                   の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部 

                   改正について 

     ◎日程第１７ 議案第２９号 那須烏山市指定介護予防支援等の事業の人員及び運 

                   営並びに指定介護等を定める条例の一部改正につい 

                   て 

 

○議長（渋井由放）  日程第１４ 議案第２６号から日程第１７ 議案第２９号までの那須

烏山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正につ

いて、那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の

一部改正について、那須烏山市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

の基準等に関する条例の一部改正について、那須烏山市指定介護予防支援等の事業の人員及び

運営並びに指定介護予防支援等に関する介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等

を定める条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第２６号から議案第２９号まで、一括して提案理由の説明を申し

上げます。 

 まず、議案第２６号 那須烏山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等

を定める条例の一部改正についてでございます。 

 本案は、条例の基準となる国の指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準の改

正に伴い、所要の改正を行うものであります。 

 主な改正内容１点目は、基本報酬における取扱い件数との整合を図るため、指定居宅介護支

援事業所ごとに１以上の員数の常勤のケアマネジャーを置くことが必要になる人員基準につい

て、見直しを図るものであります。 

 ２点目は、提供する介護サービスの質を担保しつつ、介護サービス事業所を効率的に運営す

るため、管理者が兼務できる事業所の範囲について、同一敷地外の事業所も可能にするもので

あります。 

 ３点目は、介護サービスの提供開始に際し、利用者またはその家族に対して行われる一部の
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説明について、義務規定から努力義務へと転換するものであります。 

 ４点目は、緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を原則禁止するとともに、利用者宅

への訪問面接については、一定要件を設けた上で、テレビ電話装置等を活用したモニタリング

を可能とするものであります。 

 ５点目は、重要事項の書面掲示規制の見直しにより、書面掲示に加え、重要事項のウェブサ

イトへの掲載を義務づけるものであります。 

 次に、議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基

準等に関する条例の一部改正についてでございます。 

 本案は、条例の基準となる国の指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準の改正に伴い、所要の改正を行うものであります。 

 主な改正内容１点目は、提供する介護サービスの質を担保しつつ、介護サービス事業所を効

率的に運営するため、管理者が兼務できる事業所の範囲について、同一敷地外の事業所も可能

にするものであります。 

 ２点目は、重要事項の書面掲示規制の見直しにより、書面掲示に加え、重要事項のウェブサ

イトへの掲載を義務づけるものであります。 

 ３点目は、緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を原則禁止するものであります。 

 ４点目は、施設内で対応可能な医療の範囲を超えた場合に、協力医療機関との連携のもと、

より適切な対応を行う体制を確保する観点から、協力医療機関の選定要件等を見直すものであ

ります。 

 ５点目は、ユニットケアの質の向上のための体制を確保する観点から、ユニット型施設の管

理者に、管理等に係る研修の受講を努力義務化するものであります。 

 ６点目は、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を

検討するための委員会の設置を義務づけるものであります。 

 次に、議案第２８号 那須烏山市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営の基準等に関する条例の一部改正についてでございます。 

 本案は、条例の基準となる国の指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準の改正に伴い、所要の改正を行うものであります。 

 主な改正内容１点目は、提供する介護サービスの質を担保しつつ、介護サービス事業所を効

率的に運営するため、管理者が兼務できる事業所の範囲について、同一敷地外の事務所も可能

にするものであります。 

 ２点目は、重要事項の書面掲示規制の見直しにより、書面掲示に加え、重要事項のウェブサ
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イトへの掲載を義務づけるものであります。 

 ３点目は、緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を原則禁止するものであります。 

 ４点目は、施設内で対応可能な医療の範囲を超えた場合に、協力医療機関との連携のもとで、

より適切な対応を行う体制を確保する観点から、協力医療機関の選定要件等を見直すものであ

ります。 

 ５点目は、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を

検討するための委員会の設置を義務づけるものであります。 

 最後に、議案第２９号 那須烏山市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部

改正についてでございます。 

 本案は、条例の基準となる国の指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の改正に伴い、所要の改正

を行うものであります。 

 主な改正点１点目は、指定介護予防支援事業者の範囲の拡大により、指定居宅介護支援事業

者が指定を受けられるようになったものであります。 

 ２点目は、緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を原則禁止するとともに、利用者宅

への訪問面接については、一定要件を設けた上で、テレビ電話装置等を活用したモニタリング

を可能とするものであります。 

 ３点目は、重要事項の書面掲示規制の見直しにより、書面掲示に加え、重要事項のウェブサ

イトへの掲載を義務づけるものであります。 

 以上、議案第２６号から議案第２９号まで、一括して提案理由の説明を申し上げました。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  ただいま市長のほうから、議案第２６号から議案第２９号までの一

部改正の提案がございましたが、具体的には、例えば人員の改正なんかは、何人が何人に変わ

るのか、それぞれ議案第２６号から議案第２９号の具体的な改正のポイント、人数等の説明を

お願いできればなと思います。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  すみません、細かい計算になるものですから、後で御説明とい
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うことでよろしいでしょうか。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  従前のやっていることよりも、要介護・要支援の中身については充

実するというような受け止めでよろしいんでしょうかね。今までやってきたものを、この改正

によって中身が充実すると考えたらいいのか、あくまでも文言の改正なんだよという受け止め

なのか、その辺、確認します。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  今回の改正につきましては、少し制度を緩和しまして、ケアマ

ネを持っているケアの数を増やすことができる制度になっています。ですので、利用者としま

しては、希望するケアマネさんにつきやすくなるような制度にはなっております。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  国のほうで、令和６年度から３年間の介護報酬の改定もされました。

他業種に比べて、この介護サービス関係の職員の平均賃金が、全産業よりも月７万円も低いと

いうことです。そういうことなので、介護報酬を引き上げて、そしてなるべく同じようにしよ

うということなんだけども、全体的には、今回の春闘のベアでは５％ぐらい引き上げたいとい

うように連合なんかも言っておりますので、そうしますと、なかなかそこが追いつかないとこ

ろがありますが、いずれにしても、国のほうの改正で大きな問題は、特別養護老人ホーム等の

施設サービスの基本が上がるんですけども、訪問介護サービスは引き下げられるというように

聞いております。 

 そうしますと、我が市のように中山間地のほうは、これからますます高齢者が増えていくと

いう中で、介護サービスのいわゆるサービス低下は、担当従業員の離職も含めて、人材不足に

陥る可能性も非常にあるわけなので、そういう点では、那須南病院でも今度、１１月ですか、

介護サービスステーションをつくるというような話もありますので、これからますます高齢化

してくる那須烏山市においても、訪問介護サービスが後退しないように、行政のほうでも支援

していただきたいと思うんですが、何か御回答をいただければと思います。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  ただいまの件でございますが、議員おっしゃるとおり、介護サ

ービスに携わっている方々、一部は金額が上がるんですけど、やはり一部下がるということは

あるものですから、それに関しましては、県や国に対しましても要望のほうは続けていきたい

と思っております。 

 平塚議員からの最初の質問について、お答えしたいと思います。 

 現状は、３５名に対して１人のケアマネをつけなければならないんですが、今度は４４名に
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対して１人のケアマネという形になりますので、かなり緩和される形になります。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  議案第２６号、２７号に共通することでお伺いしたいんですが、こ

れは参考のためにお伺いしたいんです。 

 指定居宅介護支援事業者というのは、実際、この市内に何軒ぐらいあるんでしょうか、行財

政報告書の中にも載っていなかったものですから、お伺いしたいと思います。 

 それと、条例、規則、こういった法律に違反行為のあった、こういった事業者というのは、

これまでにあったんでしょうか。 

 以上２点について、お伺いします。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  ただいまの御質問ですが、１点目の指定居宅介護支援事業者数

でございますが、現在、市内には１０事業所ございます。 

 続きまして、２点目の違反行為等の事業所ということですが、現時点で、通報や報告につい

ては受けておりません。 

 以上です。 

○１４番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１４ 議案第２６号 那須烏山市指定居宅介護支援等の事業の人員
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及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２６号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第１５ 議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営の基準等に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２７号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第１６ 議案第２８号 那須烏山市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営の基準等に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２８号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第１７ 議案第２９号 那須烏山市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指

定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の

一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第２９号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１８ 議案第３０号 那須烏山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育 

                   事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正に 

                   ついて 

 

○議長（渋井由放）  日程第１８ 議案第３０号 那須烏山市特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 
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〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第３０号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、市が参酌すべき基準府令に改正があったため、関係する条例について所要の改正を

行うものであります。 

 主な改正内容は、手続のオンライン化に対応するための所要の改正であります。 

 まず１つ目は、特定教育・保育施設における重要事項の書面掲示についても、インターネッ

トを利用して閲覧できるようにしなければならないという規定の追加であります。 

 ２つ目は、新たな情報通信技術に対応するため、「磁気ディスク及びＣＤ－ＲＯＭ等」を

「電磁的記録媒体」に名称を改めるものであります。 

 なお、施行日につきましては、基準府令の施行日に合わせて、令和６年４月１日としており

ます。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由

の説明といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  市特定教育・保育施設及び特定地域型保育の事業運営に関する基準

を定める条例の一部改正について、ただいま市長のほうから、オンライン化に対応するような

条例改正だというような説明がありました。 

 オンライン化に対応するということでは、情報技術を活用した行政の推進ということで条例

の制定を審議したところでありますが、いずれにしても、この条例の改正内容には、私は問題

はないと思いますけども、いわゆるＤＸ推進計画というんですか、これの全体像が、市として

こういうところを全部オンライン化にするとか、これはオンライン化にできないんだとか、そ

ういうのを総括的にまとめるような文書を用意していただいて、議会のほうに示していただく

と、非常に理解が進むのかなと思うんですが、その辺はどうでしょうかね。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  ただいまの御質問でございます。 

 ＤＸ推進計画につきましては、昨年度から取り組んで、今、ホームページ上でパブリックコ

メントを実施中でございます。そちらに概要を載せさせていただいておりますが、改めて議員

の皆様にも概要版を御提供させていただきたいとは思っておりますので、一応パブリックコメ

ントも３月の中旬まで予定しておりますので、そういった市民の御意見も踏まえた上で、訂正

する部分も出てくるかもしれませんので、その後、庁議を経て、議員の皆様にも提供したいと
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思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  平塚議員、よろしいですか。 

○１６番（平塚英教）  いいですよ。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１８ 議案第３０号 那須烏山市特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について、原案のとおり決定すること

に御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第３０号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１９ 議案第３１号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例の一部 

                   改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第１９ 議案第３１号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施

条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 
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○市長（川俣純子）  議案第３１号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、慢性的な放課後児童支援員の不足が課題となっている中、より少ない人数の支援員

で効率的な運営が行えるようにするため、１つの学校内に放課後児童クラブが複数存在する場

合、放課後児童クラブを１つに統合する改正を行うものであります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

 なお、詳細につきましては、こども課長から説明させます。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、命によりまして、詳細説明をさせていただきます。 

 現在、本市の放課後児童クラブは、例えば同じ施設内にあっても、おおむね４０人ごとに

１つの独立したクラブとして位置づけを行いまして、各クラブごとに運営基準に合わせた支援

員を配置しております。 

 荒川放課後児童クラブを例に挙げますと、同じ施設の中、学校になりますが、その中に荒川

第一放課後児童クラブ、荒川第二放課後児童クラブというように、細かく条例で独立したクラ

ブとして位置づけを行い、支援員を配置しております。 

 しかしながら、慢性的な放課後児童支援員の不足が全国的に課題となっている中、独立した

クラブとして位置づけを行っていることで、例えば長期休暇中などの利用児童が少なくなる時

期でも、クラブごとに支援員を配置せざるを得ず、非効率な状況となっております。 

 このような課題を解消するために、少ない人数の支援員で効率的に、柔軟に運営が行えるよ

う、１つの施設に放課後児童クラブが複数存在する場合、条例上、放課後児童クラブを１つに

統合し、柔軟な運用を目指すものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  市の放課後児童健全育成事業実施条例の一部改正でございますが、

今、提案理由については分かったんですけれども、ただ支援員が少ないからといって統合する

という考え方ではなくて、あくまでも学校区ごとに放課後児童クラブをまとめるということで、

例えば、今まで第一、第二、烏山小からすると第三まであるんですが、４０人ずつ、多い場合

には今まで同様に支援員をちゃんと置いて、安全は確保して児童クラブは進めるという考えで、

ただし少なくなったときには統合して、弾力的な運用で進めるというふうな理解でよろしいん

でしょうか。 
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○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  まさに今、平塚議員がおっしゃったとおりでございます。 

 以上です。 

○１６番（平塚英教）  分かりました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございますか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  放課後児童クラブを統合するというと、全児童を１室で管理すると

いうことではないんですよね。例えば烏山小のクラブは今、３クラスで約９０人いると思いま

すね。それで、やはり今までどおり４０人単位ぐらいで、部屋は別々ですが、２つ一括して管

理をすると、そういう理解でよろしいんですね。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  今、中山議員がおっしゃったとおりでございます。 

 以上です。 

○１４番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  支援員の不足ということなんですが、現在、何人ぐらいおられて、理

想的なのは何人だと、そういうのが分かれば、教えていただければと思います。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  お答えいたします。 

 現在、那須烏山市の放課後児童クラブ、業者に委託しておるということで、２８名の支援員

で運用しておりまして、そのうち、今のところ不足はしておらないということで、２８人で、

必ず１クラスは２名以上、多いところでは３名以上、支援員が今、我が市の場合はついており

ますので、不足しているということはございません。 

○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  支援員というのは業者に委託ということなんですね。今、そのような

回答ですよね。それで、２８名いると。指定管理で２８名いるということなんですが、これで

今、不足はしていないということですよね。それで、何でこういうふうにまとめていくのかな

と多少、疑問に思ったものですから。 

 今後、それで支援員の人数が不足するということであれば、市のほうからどんどん声をかけ

ていただいて、支援員を募集するというような考えはないんでしょうか。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 
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○こども課長（水上和明）  今のところ、指定管理業者の努力で、本市は取りあえず人員の

ほうは間に合っておりますが、やはり支援員も高齢化とかで、なかなかなっていただく方がい

らっしゃらないということで、やはり全国的に見ると、不足している状態になっております。 

 例えば今のままですと、説明したとおり長期休暇、夏休みとかそういうときも配置をせざる

を得ない状況になっておりますが、今回、施設ごとということで条例の改正をさせていただき

ますと、その部分に関しても、ある程度、人数を減らして運用ができるとか、何というんです

かね、柔軟に人数のほうも対応できるということで、今回の改正をしているということでござ

います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  大事な子供たちのために、市は全力で協力をして、大事に子供たちを

育てていただければと、そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  答弁は結構ですね。 

○４番（堀江清一）  はい。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  基本的なことを確認します。 

 まず、児童が４０人で支援員が１人という、これは本市独自で決めるわけじゃないですよね。

要は、国・県の規則があってというか法律があって、制度があって、それを、何というか、市

が独自に破っているということはないと思うんだけど、そこのところは間違いないですよねと

いうことで、例えば烏山小だったら３つの放課後児童クラブにしていますけれども、４０人に

１人、支援員はつけなきゃいけないというのは、これは当然、守るんでしょう。ということで

あれば、今回この改正、しているんだけど、これに関する運営の細則みたいなのを決めておか

ないと、支援員がいなくなっても別にいいんじゃないかみたいな、そういう不安というのが保

護者も含めてあるとまずいので、なので細則を明確にしておいて、支援員はきちんと４０人に

２人以上、それは守っていますよというのを明確に細則とかそういうものに表す必要があると

思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  お答えいたします。 

 おおむね４０人ごとに２人配置するということは、条例等できちんと決まっておりますので、

その中で、例えば長期休暇とかそういったときに柔軟に運用できるようにということの今回の
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改正ということで、きちんとおおむね４０人ごとに２人を配置する、県が行う研修を受講する

とか、必ずそういった細かいことは決めております。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ということは、細則のようなものがあるということですか。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  本条例にきちんとうたっております。 

○９番（小堀道和）  了解です。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１９ 議案第３１号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例

の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第３１号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第２０ 議案第３２号 那須烏山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営 

                   に関する基準を定める条例の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第２０ 議案第３２号 那須烏山市放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といたします。 
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 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第３２号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、国の放課後児童健全育成事業実施要綱に基づき、放課後児童支援員の資格要件につ

いて、所要の改正を行うものであります。 

 改正の主な内容は、放課後児童支援員の研修を修了する見込みである者を放課後児童支援員

と同様に扱うということができるとした暫定的な措置について、今後も、放課後児童支援員を

安定して確保する必要があるため、暫定的な措置から、無期限の対応に変更するものでありま

す。 

 なお、放課後児童支援員と同様に取り扱うことができる者の要件は、放課後児童支援員とし

て業務に従事することとなった日から２年以内に研修を修了することを予定している者であり

ます。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由

の説明といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正についてでありますが、提案の理由については今、説明を受けたところであります。 

 いわゆる放課後児童支援員の安定確保のために、柔軟に進めるんだというのは分かったんで

すけれども、問題は、研修を受けたか、受けないかというよりも、放課後児童支援員としての

仕事をきちんと全うするということが大事でありまして、何というんですかね、事業所内での

やっぱり研修というか、報告、連絡、職場の支援員同士のそういうコミュニケーションという

んですかね、そういうものをきちっとして、柔軟にすることは結構ですが、トラブルが起きな

いように、子供たちの安全のために、しっかりと仕事をしてもらいたいと思うんですが、それ

は確認できるでしょうか。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  お答えいたします。 

 この条例改正を機に、もう一度、指定管理業者のほうにも、きちんとそういった研修等、ま

た心構え等をきちんと指導のほう、していきたいと思っております。 

 以上です。 
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○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

○１６番（平塚英教）  はい。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２０ 議案第３２号 那須烏山市放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第３２号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第２１ 議案第３３号 那須烏山市企業の誘致及び立地を促進する条例の一 

                   部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第２１ 議案第３３号 那須烏山市企業の誘致及び立地を促進す

る条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第３３号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 
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 本案は、地域産業の振興と雇用機会の維持及び拡大、既存企業の定着と基盤強化を目的とし

て、支援の拡充を図るため、所要の改正を行うものであります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

 なお、詳細につきましては、商工観光課長から説明させます。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、詳細説明をいたします。 

 現行の制度は、製造業等が事業所を新設または増設した際に、企業立地奨励金として交付す

るという内容が、この条例の基本的内容でございました。その交付期間は、新設企業で６年間、

市内の既存企業で３年間としておりました。これを、今回の改正により６年間に統一し、新規

参入企業と市内既存企業を同様の支援をしていくということが改正の骨子でございます。 

 それでは、議案の１ページを御覧ください。 

 改正後の第１条の目的におきまして、雇用機会の維持、既存企業の定着を加え、地元企業の

基盤強化を図るものと明文化させていただいております。 

 第２条の定義におきましては、市内既存企業において、規模の維持を目的とした移設や建て

替えを奨励対象に含めることとした改正でございます。 

 ２ページを御覧ください。 

 第４条、奨励金の交付ですが、奨励金の交付メニューとして、現行の条例にある周辺環境整

備奨励金を廃止いたしました。また、併せて現行の第５条を削除いたしました。これらは、そ

もそも太陽光発電施設を奨励対象としていた際に整備したものであり、現在はその奨励措置が

終了しているためでございます。 

 ３ページから５ページにかけましては、文言の整理並びに手続等に関しての条文を規則にお

いて定めるため、条文の削除をしております。 

 ６ページを御覧いただけますでしょうか。 

 別表により、本条例での具体的な省令内容を規定しております。その中で、企業立地奨励金

の交付期間を、新規参入事業所と市内既存事業所とも６年間に統一すること、用地取得奨励金

の交付対象を市内既存企業にも拡充すること、雇用促進奨励金の対象要件を、市内中小企業の

実態に合わせ、これまでは３人以上雇用というのが要件でしたが、２人以上雇用にその分、減

らしてございます。ただし、１年以上の継続雇用ということを規定させていただきました。 

 ８ページを御覧ください。 

 附則におきまして、本条例の改正は、令和６年４月１日施行とさせていただきたいと思って

おります。 



令和６年第１回３月定例会 第１日 

－60－ 

 また、本条例改正による経過措置ですが、現行制度で事業計画の認定を受けている市内既存

事業所において、まだこの奨励金等を交付されていない企業におきましては、条例改正後に初

めて交付を受ける場合において、改正後の条例に定める交付期間を適用し、交付期間を６年間

とする経過措置をつけさせていただきました。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  これは前もって私も事前通告していなくて申し訳ないんですが、こ

の条例に基づいた交付金というのは、今までどのような実績がありますか。実際に出している

んでしょうか。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  これまで、現行制度で支払いをさせていただきました企業立

地奨励金でございますけれども、創設時、平成２０年度からの合算ですと、１１億

７,０００万円、交付させていただいております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  具体的にどんな事業に対して、これほど多額の交付金を支出された

のか、主立ったところ、こんなところというところをお教えいただけませんか。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  これまで、延べ７１社に交付させていただいております。 

 そのうち、太陽光発電事業者への支出が４０件ございまして、金額では９億７,６００万円、

交付させていただいております。ですので、交付額からいきますと、この太陽光発電施設が大

きかったところでございます。 

 以上です。 

○１４番（中山五男）  了解いたしました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑ございませんか。 

 ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ちょっと教えてください。 

 今回の改定で、企業誘致や、あと市内の業者がどのぐらい手を挙げてくれたり、これがあっ

たために企業が起こせたとか、そういうのってどのぐらいを見込んでいるのかというのが分か

ったら教えてください。 
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○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  これにつきましては、企業の、何というんでしょう、設備投

資ですとか、あとは進出ということによりますので、何とも今のところでは申し上げられない

んですが、最近では、やはり既存の事業所がこの市内に改めて設備投資をしていただいたり、

あるいは移設をしていただいているというのが、だんだん増えてきてございます。 

 ですので、今回こういった奨励措置を拡充することによりまして、そういったもののスピー

ドを上げることができればなと思っております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  何でこんな質問をするかというと、そういう機会があればという企業

は僕も知っているんだけど、大体、今まで太陽光がほとんどだったので、それは今回はあんま

り考えていないので、どのぐらいを見越して、今回、３人を２人にするとか、いろんな優遇措

置をつけたのかというのは、戦略的に当然、考えているところがあって決めていると思うので、

そういう質問をしたんだけど、いやーというのはちょっとあれなんで、最大このぐらい見込ん

でいますぐらいのことを言っていいんじゃないのかなと思ったんだけど、どうですか。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  ありがとうございます。 

 期待値ということで申し上げますと、年間に、多くて２件から３件あれば、毎年これがあれ

ばいいかなと思ってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２１ 議案第３３号 那須烏山市企業の誘致及び立地を促進する条

例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第３３号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 ここで、暫時休憩いたします。再開を１４時１５分といたします。 

休憩 午後 ２時０３分 

 

再開 午後 ２時１５分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほど審議いたしました議案第２５号に関しまして、髙田悦男議員の質疑に対する健康福祉

課長からの答弁がございます。 

 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  先ほど髙田議員より御質問ありました議案第２５号 那須烏山

市介護保険条例の一部改正につきまして、低所得者の負担軽減を図るための公費の額でござい

ますが、２,３５８万３,６００円を見込んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

○１５番（髙田悦男）  はい。 

                                    

     ◎日程第２２ 議案第３４号 那須烏山市道路占用料徴収条例の一部改正について 

 

○議長（渋井由放）  日程第２２ 議案第３４号 那須烏山市道路占用料徴収条例の一部改

正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第３４号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、道路法施行令の一部改正に伴い、道路を占有した際に徴収する道路占用料の額につ
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いて、令和３年度の固定資産税評価額の評価替え等を踏まえた額に改正されたため、所要の改

正を行うものであります。 

 施行日につきましては、令和６年４月１日としております。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由

の説明といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  市の道路占用料徴収条例なんですが、これは全体では、これを若干

引き上げますと、幾らになりますかね。今までのと比較で、今まではこのぐらいの実績だった

ものが幾らプラスになって、幾らになる見込みなのか、説明をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  それでは、道路占用料徴収条例の一部改正に伴いまして、ど

れぐらいの増額が見込まれるかということの質問にお答えをいたします。 

 主なものとして、東京電力、ＮＴＴの電柱と地下埋設のケーブルにつきまして試算いたしま

したので、その辺は御了解いただきたいと思います。 

 まず、東電の電柱が約２,３００件ございます。ＮＴＴの電話柱が約１,０００件。現在、

１本当たり東電柱につきましては５８０円。これが改正後、１本当たり６７０円になりますの

で、現行ですと１３０万円のものが、今度１５０万円になりますので、約２０万円の増となり

ます。 

 ＮＴＴ柱につきましては、現在３４０円で徴収していたものが３９０円、５０円上がりまし

て、本数を掛けますと、約５万円の増となります。 

 続きまして、地下埋設のケーブルでございます。東電のものにつきましては、延長が約

６,３００メートルございます。これが現在は１メートル当たり３０円を徴収しております。

これが改正後、３５円になりますので、こちらにつきましては、約３万円の増となります。 

 ＮＴＴにつきましては、埋設ケーブル、約６万メートルございます。現在、２０円で徴収し

ていたものが、２３円になります。延長を掛けますと、約２０万円増になります。 

 合計しますと、４８万円、約５０万円程度の増額が見込まれます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  大体、おおむね値上がりしているということなんですけど、改正後に
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上がっているものと、よくよく見ると、値段が下がっているものがありますが、この上がり下

がりというのはどういう理由なのかを分かれば、よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  市長の提案理由では、固定資産税の評価替え等を踏まえた額

ということで説明しておりますが、下がったものにつきましては、確認をしたところなんです

が、まだちょっと回答がないということなので、追って説明をさせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○４番（堀江清一）  了解です。 

○議長（渋井由放）  よろしいですね。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２２ 議案第３４号 那須烏山市道路占用料徴収条例の一部改正に

ついて、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第３４号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第２３ 議案第３５号 那須烏山市水道事業給水条例及び那須烏山市水道事 

                   業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に 

                   関する条例の一部改正について 
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○議長（渋井由放）  日程第２３ 議案第３５号 那須烏山市水道事業給水条例及び那須烏

山市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一部改正について

を議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第３５号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、水道法の一部改正に伴い、水道法に基づく事務の権限が、厚生労働大臣から国土交

通大臣及び環境大臣に移管されるため、関係条例について所要の改正を行うものであります。 

 以上、何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由

の説明といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  市の水道事業給水条例及び市水道事業の布設工事監督者及び水道技

術管理者の資格等に関する条例の一部改正についてでございますが、今、提案がありましたよ

うに、厚生労働省の権限であったものが、国土交通省並びに環境省のほうにその権限が移った

ということなんですけども、その理由ですね。なぜ厚生労働省から国土交通省並びに環境省に

移ったのか、もし理由が分かれば、お示しいただければなと思います。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  ただいまの平塚議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 今回の改正につきましては、今現在の水道事業者の経営環境の悪化でありましたり、また、

水道施設の老朽化・耐震化への対応、災害発生時の断水への迅速な対応等が求められていると

いうような状況を背景に、現在、水道整備管理行政を所管する厚生労働省から、社会資本整備

や災害等に関する専門的な能力・知見を有する国土交通省へ移管が行われるというような形で

進められていると聞いております。 

 また、水質の基準等の作成に関しては、専門の所管である環境省への移管というような形に

なるということで、お聞きしております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  そういうことで、何となく理由は分かったんですが、上下水道課と
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しては事務手続上、こういうふうに変わることに対して事務内容が変わるのか、全く大したこ

とないのか、その辺はどんなふうに考えていますか。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  今回の所管替え、国のほうの省庁のそういった移管等に関し

てですが、特に現在そういった、詳しく今後どのように変わっていくというような、何がどう

変わりますというような細かいところまでの話は来ておりませんので、従来どおり、これまで

どおりの手続等で事務は進められるものと考えております。 

 以上です。 

○１６番（平塚英教）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２３ 議案第３５号 那須烏山市水道事業給水条例及び那須烏山市

水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一部改正について、原

案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第３５号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第２４ 議案第９号から日程第３０ 議案第１５号までの令和５年度那須烏山市一般会

計補正予算（第６号）について、令和５年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）について、令和５年度那須烏山市熊田診療所特別会計補正予算（第２号）について、令
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和５年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、令和５年度那須烏

山市介護保険特別会計補正予算（第３号）について、令和５年度那須烏山市水道事業会計補正

予算（第３号）について、令和５年度那須烏山市下水道会計補正予算（第４号）についての

７議案については、いずれも令和５年度補正予算に関するものでありますことから、一括して

議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第２４ 議案第 ９号 令和５年度那須烏山市一般会計補正予算（第６号） 

                   について 

     ◎日程第２５ 議案第１０号 令和５年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予 

                   算（第４号）について 

     ◎日程第２６ 議案第１１号 令和５年度那須烏山市熊田診療所特別会計補正予算 

                   （第２号）について 

     ◎日程第２７ 議案第１２号 令和５年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正 

                   予算（第２号）について 

     ◎日程第２８ 議案第１３号 令和５年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算 

                   （第３号）について 

     ◎日程第２９ 議案第１４号 令和５年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第３ 

                   号）について 

     ◎日程第３０ 議案第１５号 令和５年度那須烏山市下水道事会計補正予算（第４ 

                   号）について 

 

○議長（渋井由放）  よって、議案第９号から議案第１５号まで７議案について、一括して

議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第９号から議案第１５号まで、一括して提案理由の説明を申し上

げます。 

 まず、議案第９号 令和５年度那須烏山市一般会計補正予算（第６号）についてでございま

す。 



令和６年第１回３月定例会 第１日 

－68－ 

 本案は、一般会計予算の歳入歳出をそれぞれ９億２,７６５万円増額し、補正後の予算総額

を１３８億４,０４８万３,０００円とするものであります。 

 今回は、普通交付税、国・県補助事業等の確定に伴う精算や、事業完了に伴う事業費の増

額・減額等が生じましたことから、必要な補正予算を編成したものであります。 

 また、継続費の年割額の変更、繰越明許費、債務負担行為の追加、地方債の変更について、

それぞれ所要の予算を措置いたしました。 

 では、主な内容を説明いたします。 

 まず、歳出であります。 

 全体的な事項といたしまして、人件費及び各種事業費につきまして、財源不足が見込まれる

事業費の増額及び不用額の減額を計上しております。増額、減額の差額の剰余金につきまして

は、市有施設整備基金、庁舎整備基金、地域振興基金に積立金を計上しております。このうち、

整備基金につきましては、今後の公共施設再編に係る財源として活用を図り、地域振興資金に

つきましては、国債や地方債による中長期的な運用に取り組み、その運用益を地域振興に係る

事業に活用してまいります。 

 そのほか、各款ごとの主な事項といたしましては、民生費につきましては、物価高騰に伴う

低所得世帯支援給付金事業費は、住民税均等割のみ課税の世帯に１０万円を交付し、住民税非

課税または住民税均等割のみ課税の世帯で１８歳以下の児童がいる世帯に対し、児童１人当た

り５万円を給付する事業費の計上であります。 

 障害者介護給付、訓練等給付費、私立保育施設運営委託事業費、生活保護総務費は、財源不

足が見込まれるため、事業費を増額するものであります。 

 認定こども園施設整備費は、本体の建築工事に対する県支出金が令和５年度に交付決定され

たことに伴い、交付決定の対象となった事業費を令和５年度に計上する必要が生じたことから、

増額するものであります。 

 衛生費につきましては、水道事業会計繰出金は、電気料高騰に対する繰出金を計上するもの

であります。なお、財源といたしましては、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を充当

いたします。 

 教育費につきましては、小学校施設管理費は、早急に対応すべき修繕が生じたことから、必

要な事業費を計上するものであります。 

 南那須図書館運営費は、２名の方から頂きました寄附金の目的に沿って、図書購入費を計上

するものであります。 

 次に、歳入であります。 

 市税は、法人市民税現年課税分について、現在の徴収状況を勘案し、減額するものでありま
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す。 

 普通交付税は、額の確定に伴う増額であります。 

 国・県支出金は、主に事業費の確定に伴う精算であります。 

 市債は、事業費の精査に伴う増額及び減額であります。 

 寄附金は、ふるさと応援寄附金として、全国の方々から頂きました寄附金及び教育総務費寄

附金、保健衛生費寄附金の計上であります。寄附金につきましては、それぞれの趣旨に沿った

形で予算措置をしており、御芳志に対し深く敬意を表し、御報告申し上げる次第であります。 

 次に、議案第１０号 令和５年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につ

いてでございます。 

 本案は、国民健康保険特別会計事業勘定及び診療施設勘定の予算を補正するものであります。 

 まず、事業勘定から御説明いたします。 

 歳入歳出予算を、それぞれ４８３万２,０００円減額し、補正後の予算総額を３３億

８９９万６,０００円とするものであります。 

 歳出の内容は、保険給付費のうち、療養費、高額介護合算療養費及び葬祭費の不足する経費

を計上し、また、出産被保険者が見込みより少ないため、出産育児一時金を減額するものであ

ります。 

 保健事業については、事業精査により減額するものであります。 

 諸支出金では、過年度分交付金の精算による償還金の必要な経費を計上するものであります。 

 歳入の内容は、国民健康保険税の調定額が見込みより減少したため、減額するものでありま

す。 

 国庫支出金は、出産育児一時金臨時補助金が新設されたことにより、計上するものでありま

す。 

 また、交付金等の交付額の確定に伴い、県支出金及び一般会計繰入金を減額するものであり

ます。 

 なお、前年度繰越金は精算し、増額いたしました。 

 次に、診療施設勘定でございます。 

 歳入歳出予算を、それぞれ３万円増額し、補正後の予算総額を５,７９２万円とするもので

あります。 

 歳出の内容は、事業費確定により不要となった工事請負費５１万円を、七合診療所職員用ト

イレの便座の修繕及び経年劣化による診察室エアコンの交換を行うための修繕料に財源を振り

替えるものであります。また、点検の結果、不具合が指摘されました消火器の更新に必要な経

費を計上するものであります。 
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 歳入の内容は、七合診療所の診療収入が見込みより増加したため、増額するものであります。 

 県支出金は、物価高騰対策支援に対する補助金であります。 

 また、前年度繰越金は、精算し増額することにより、運営基金繰入金を減額いたしました。 

 次に、議案第１１号 令和５年度那須烏山市熊田診療所特別会計補正予算（第２号）につい

てでございます。 

 本案は、熊田診療所特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ１５万３,０００円増額し、補正後

の予算総額を４,７３９万７,０００円とするものであります。 

 歳出の内容は、不足する消耗品費及び臨床検査委託料を増額するものであります。 

 歳入の内容は、診療収入及び国庫支出金が見込みより減少したため減額し、物価高騰対策支

援として、県支出金及びオンライン資格確認導入のための医療提供体制設備整備交付金が交付

されたため、諸収入を増額いたしました。 

 また、前年度の特別会計予算に不用額が生じたため、前年度繰越金を増額し、運営基金繰入

金を増額いたしました。 

 次に、議案第１２号 令和５年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

ついてです。 

 本案は、後期高齢者医療特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ５６６万３,０００円減額し、

補正後の予算総額を３億９,０６９万円とするものであります。 

 歳入の内容は、後期高齢者医療保険料の調定額が見込みより減少したため、減額いたしまし

た。 

 また、保険基盤安定制度負担金の額の確定に伴い、歳入の一般会計繰入金、歳出の広域連合

納付金をそれぞれ減額するものであります。 

 なお、前年度繰越金は精算し、増額いたしました。 

 次に、議案第１３号 令和５年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第３号）について

でございます。 

 本案は、介護保険特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ５,９８１万１,０００円減額し、補正

後の予算総額を２８億７,３５７万７,０００円とするものであります。 

 歳出の内容は、保険給付費及び地域支援事業費の減額でございます。 

 次に、議案第１４号 令和５年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第３号）についてでご

ざいます。 

 本案は、水道事業会計予算の収益的収入を２,０３８万７,０００円増額し、補正後の予算総

額を６億４,９３３万６,０００円とするものであります。 

 主な内容は、消火栓維持管理工事件数の減少による他会計負担金の減額と、重点支援地方交
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付金の活用による他会計繰入金の増額であります。 

 また、収益的支出を１,９２１万２,０００円増額し、補正後の予算総額を５億９,０９６万

２,０００円とするものであります。 

 主な内容は、固定資産の取得・取替えに伴う減価償却費及び固定資産除却費の増額でありま

す。 

 また、資本的収入を２,４３６万４,０００円増額し、補正後の予算総額を１億７,９３３万

３,０００円とするものであります。 

 主な内容は、県発注工事に係る水道管切り回し工事に伴う工事負担金の増額であります。 

 また、資本的支出を５００万円増額し、補正後の予算総額を４億８,９０８万９,０００円と

するものであります。 

 主な内容は、企業債償還元金の増額であります。 

 最後に、議案第１５号 令和５年度那須烏山市下水道事業会計補正予算（第４号）について

でございます。 

 本案は、下水道事業会計予算の収益的支出を８１７万６,０００円増額し、補正後の予算総

額を３億７,７７２万５,０００円とするものであります。 

 主な内容は、電気料高騰により、水処理センターの光熱費、固定資産の取得・取替えに伴う

減価償却費、固定資産除却費及び確定申告納付分消費税の増額であります。 

 以上、議案第９号から議案第１５号まで、一括して提案理由の説明を申し上げました。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  大体、普通交付税や補助金交付金の決定によるものと、年間使って

きたものの精査というものが主なものと思われます。 

 それで、１点だけ。４９ページの急傾斜地崩壊対策事業費というのが３７３万９,０００円

増額になっておりまして、負担金、補助金、交付金というふうになっているわけなんですが、

これはいかなる事業の負担金なのか、御説明をお願いしたいと思います。 

 あとは、議案第１５号ですけれども、下水道事業が企業会計ということで、今までの特別会

計から企業会計に変わって、もう何年かたちますよね。それで、下水道の事業会計というのは、

国のいわゆる企業会計として、簡単に言うと、独立採算で運営をしなさいと。それで、経費が

上がってくれば当然、利用料を上げるとか、市の負担を増やすとかというふうになってくるの



令和６年第１回３月定例会 第１日 

－72－ 

かなと思われるんですけども、下水道が特別会計からこの企業会計のほうに変わったことによ

って、運営上、変わった点があるのか、ないのか、その辺の考え方について説明をお願いいた

します。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  それでは、まず１点目の４９ページ、８款２項３目河川費、

急傾斜地崩壊対策事業費３７３万９,０００円でございます。 

 こちらにつきましては、県の烏山土木事務所のほうで実施していますこの事業、現在は１か

所、大木須地内の行人塚峠Ⅰ－Ａ地区を実施中でございます。県のほうで予算のほうの前倒し

がございましたので、そちらの事業費が追加になったことから、この金額を追加補正したもの

でございます。 

 こちらは現在、事業進捗しておりまして、この補正予算をもって事業完了の見込みというこ

とで聞いておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  ただいまの平塚議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 上下水道課のほうにおいて、これまで特別会計であった下水道事業特別会計、また農業集落

排水特別会計については、令和５年４月から企業会計に移行したということで、今年度、移行

したばかりでございまして、その内容については、結果といいますか、については今後、決算

等を通じて明らかになってくるものと考えております。 

 また、変わったところというところにつきましては、これまで特別会計ではなかなかはっき

りしなかった経営状況であったりとかというところについて、経営分析などをしやすくなって

くるのかなというところが、考えられるところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  大木須の行人塚峠Ⅰ－Ａ地区ということで、今度の補正で大体、事

業完了するというような話なんですが、その後、このⅠ－Ａ地区というんですか、これがまた

別なところも事業が増えるのか、大木須地区の急傾斜問題はこれで完了と考えたらいいのか、

それが１つ。 

 それと、旭地区の急傾斜の事業がずっとやられてきましたけれども、あれは既に全部完了済

みと考えていいんでしょうかね。 

 その辺の説明をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 
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○都市建設課長（佐藤光明）  大木須地区の行人塚峠Ⅰ－Ａ地区が終了しますと、那須烏山

市内において、急傾斜地崩壊対策事業の箇所は、まだ決まっておりません。これから烏山土木

事務所と協議をしながら、次の箇所を決めていきたいと考えております。 

 旭地区につきましては、既に完了となっておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  議案第９号ですか、補正予算についてなんですけども、３３ページ、

積立金の６億５,８８１万４,０００円のところなんですが、市有施設整備基金が２億円、地域

振興基金が２億円、庁舎整備基金が２億円と多分、積まれていると思うんですが、一番上の財

政調整基金積立金というのは１,２００万円ぐらいですよね。この財政調整基金のほうの金額

が少ない。自由度のある財政調整基金のほうに重きを置かなかった理由。 

 それと、３５ページの烏山庁舎の管理費、１００万円ぐらいですかね。南那須庁舎が

１７０万円ぐらい。これの内訳はどのようになっているのか。 

 それと、４１ページ、にこにこ保育園運営費とすくすく保育園運営費、これはマイナスにな

っていますけど、マイナスになった理由というのをお伺いしたいと思います。 

 以上３点です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  予算の３３ページ、基金の積立金についての御質問でござい

ます。 

 確かに財政調整基金、何にでも使えますよということで積み立てております。現在、２８億

円ほどございますが、今回の３月は精算時期ということで、当然、前年度の繰越金も含め、先

ほど市長の提案理由にありました交付税の増額等も含めると、やはり６億円何がしの予算が余

っております。それらを基金に積み立てて、有効活用していくというのが趣旨でございます。 

 財政調整基金につきましては、はっきり申し上げますと、県からの指導もございまして、財

政調整基金残高の増加は財政に余裕があるとみなされ、交付税の減額につながるおそれがある

ことから、やはり有効に財政調整基金は使っていくべきということの御指導をいただいており

ます。 

 そういった意味も含め、他の施設については、先ほど市長の提案理由のとおり、必要に伴う

積立てということで、積み立てていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 
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○総務課長（佐藤博樹）  議案書３５ページ、烏山庁舎管理費、南那須庁舎管理費の主な内

訳ですね。 

 まず、烏山庁舎管理費につきましては、電話交換機のＵＰＳバッテリー交換が２６万

１,０００円ほど、それと残りの部分につきましては、防犯カメラの設置工事ということで、

３台ほどつける予定で計上してございます。 

 南那須庁舎につきましては、１・２階系統のＡＨＵロールフィルター交換に２８万

６,０００円ほど、それと今、南那須庁舎の給水管の布設替工事が始まっているかと思うんで

すが、それの舗装工事に伴う計上が８０万円、残りの６１万６,０００円ほどは、やはり防犯

カメラ２台ほど設置する予定で組んでおりますので、その工事費になってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私のほうから、４１ページ、にこにこ保育園運営費、

すくすく保育園運営費の減額の理由についてお答えいたします。 

 各保育園・幼稚園に、例えば加配が必要な園児が入園した場合とか、そういった場合のため

に、保育士派遣のための委託料を確保しておるんですが、今回その分が不用となったため減額

しておるということでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

○４番（堀江清一）  了解です。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  質問項目が多くて申し訳ありません。 

 まず、一般会計の１０ページを開いていただきたいと思うんですが、ここに繰越明許費があ

りますね。この繰越し事由について、お伺いしたいんです。特に、当初予算で計上していなが

ら、まだ執行率が４０％程度のところもありますね。なぜこれほど事業が進展しなかったのか。 

 それともう一つ、これは都市建設課長、２つありますね。トンネルの照明改修工事と谷浅見

平野線の２つの道路工事がありますが、この１億４,０００万円とか１,４００万円と出ていま

すが、これは当初の予算額が幾らだったのか、これは予算書にも何も表れていないものですか

ら、事業費幾らのうち、例えばこのトンネルだったら１億４,０００万円を繰り越すのか、そ

の辺のところが議会としては全く分からないんですね。これを今、分かればお願いしたいと思

いますし、分からなかったら後でも結構です。 

 ２点目をお伺いいたします。２７ページに林業費補助金がありますね。これは認定こども園
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の木材を使用したことによる県の補助金ではないかと思いますが、今回の分も合わせますと、

１億８,５４２万２,０００円になるのではないかと思います。この補助率というのは幾つなん

ですか。この補助率について、お伺いしたいと思います。 

 次に、同じページに、森林環境促進整備基金繰入金ってありますね。元は３,５００万円ほ

どあったのを、今回２,８００万円の減額になりますね。この減額の理由です。 

 次に、３５ページに地域おこし協力隊がありますね。当初予算で１,１００万円ほど取った

のを、今度は３３０万円ほどマイナスです。これは結局、予定どおり採用できなかったんでし

ょうかね。 

 次に、４１ページに、認定こども園関係がありますよね。今回の補正を含めますと、６億

３,８６３万３,０００円になるわけなんです。この額で、建物全体が完成するのかどうか。 

 それと、残りの事業、来年度は外構とか機械とか電気とか、今の古い園舎の解体とあるんで

すが、これは令和６年度の予算に２,５００万円ほど計上してありますが、この額で全て完了

するということなのか、このことについてもお伺いします。 

 次に、４２ページに新型コロナウイルス関係がありますが、今度は５類になってから、政府

も接種体制というのは変わりましたね。それで、来年度からは高齢者だけを対象にするという

ことなんですね。これは大体、分かったんですが、来年度から、今まであったような各種団体

とか事業者に対していろいろ補助金、交付金がありましたが、こういうものも全くなくなると

いう、こう理解してよろしいのかどうかです。 

 次に、４５ページに地籍調査の事業があります。２,８００万円ほどの当初予算に対しまし

て、今回は３２０万円も減額するわけなんですが、地籍調査は全く進まないですよね。なぜ今

回、３２０万円も減額しなければならないのか。とうとうこの３月末には終わらなかったのか

どうかです。 

 それともう一つ、同じように４７ページの道路保全費なんですが、当初１億３,３００万円、

途中６,１００万円を９月で補正して、私は喜んでいたんですが、今回、８６０万円も減額す

るんですね。これは私、いつも言っていますが、道路の両側の白線とかセンターライン、それ

に相当、舗装も補修しなければならないところ、いくらでも私は工事があると思うんですが、

なぜこれほどの予算を減額しなければならないのか。 

 それと、同じ土木費で、これは参考のためにお伺いしたいんですが、県道の田野倉の交差点、

やっと交通開放になりましたが、これまでに市がどのぐらいあの事業に負担をしたのか、これ

についてお伺いしたいと思います。 

 次に、５３ページに文化財の調査費があります。当初１,１００万円のところ、今回

３２０万円ほどマイナスになりましたね。これは何か当初の計画からでは調査のできなかった



令和６年第１回３月定例会 第１日 

－76－ 

ところがあったんでしょうか。この減額理由をお伺いします。 

 次に、国保会計です。出産育児一時金、当初１,０００万円取っていて、今回５００万円マ

イナスで、半分になってしまっていますね。５００万円ですね。それで私はこれまでの決算書

から見ましたら、令和３年度は１６人に交付していますよね。令和４年度はずっと減って、

１３人です。今回、令和５年は何人になるのか。 

 それと、これは大谷市民課長、ついでにお伺いしたいんですが、市全体で、今回１年間で何

人が生まれると見込まれているのか、参考のために、これもお伺いしたいと思います。 

 次に、介護保険関係です。ここで１３ページに特別徴収の保険料というのがありますね。当

初５億４,３００万円、それから９４万４,０００円プラスしました。さらに４８０万円プラス

されました。それで今回は、大きくマイナス８,４００万円ほど減額しているんですが、この

特別徴収の保険料が、なぜ今回これほど減額になったのか、お伺いします。 

 もう一点。１７ページに、居宅介護サービス給付費、これも６,１００万円ほどの減額です。

なぜこれほどの大金の減額になったのか、お伺いします。 

 最後にもう一点です。水道事業会計なんですが、６ページに、企業債の償還金元金が

５００万円追加になりましたね。これは年度途中で、元金がなぜ５００万円も発生したのかに

ついて、お伺いします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  予算１０ページ、１１ページの繰越明許費について、トータ

ル１２事業ございます。順を追って、各課長のほうから御報告させていただきますが、私のほ

うでは、総務費、総務管理費の企画一般管理費７８３万２,０００円について、御説明申し上

げます。 

 内容につきましては、庁舎整備基本構想策定支援業務委託費の繰越しでございます。当業務

委託につきましては、令和５年の５月２９日から６年３月２２日までを履行期間として実施し

ております。これに合わせて、令和５年度内の庁舎整備基本構想の策定を見据え、庁舎整備検

討委員会における検討を進めてまいりました。 

 このような中で、新庁舎の候補地と、絞った３か所について、庁舎敷地だけでなく、接道道

路も含めた民有地の用地取得の見通しを踏まえた検討が必要であるというようなことなどから、

基本構想の策定につきましては令和６年度に繰り越して、同年１２月末をめどに、基本構想の

策定について、進捗状況を踏まえながら慎重に進めることが最善であるというふうなことにな

りました。 

 したがって、本業務委託も令和６年度に繰り越して執行することが適当であると判断し、繰
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越明許費を設定しました。契約額が１,１９７万９,０００円のうち、令和５年度の実績としま

しては４１４万７,０００円を、残り７８３万２,０００円を繰り越すものでございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  それでは、私のほうから、繰越明許、次の社会保障・税番号制度

システム整備事業費につきまして御説明いたします。 

 こちらのほうの内容につきましては、マイナンバーカードへのローマ字表記、読み仮名表記、

そちらについてのシステム改修、３つございまして、そちらのほうの合計額１,２４０万

８,０００円、これを全額繰越しいたします。こちらの繰越しについては、国からの指示とい

うことで承っております。 

 それから、国保会計の出産育児一時金、１,０００万円から５００万円に減額ということで、

１人当たり５０万円ということで、今回１０人を予定ということで出したんですが、実際、今

年度、令和５年度は、国保のほうでは今まで、４月から２月いっぱいまでで支給者は３人です。 

 市全体といたしましては、住民登録されている新生児ということで数えたんですが、そちら

については５４人でございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  それでは、私のほうでは、健康福祉課に係るものについて答弁

させていただきます。 

 まず、繰越明許費に関しまして、民生費の社会福祉費、物価高騰に伴う低所得世帯支援給付

金事業費、７万円給付でございますが、１,４２３万７,０００円についてですが、令和５年

１２月議会にて補正予算の可決をいただきました令和５年度の住民税均等割の非課税者のみで

構成される世帯を対象にした給付金でありまして、こちらは現在、申請受付中でして、申請期

限が３月２９日と示しているところです。 

 しかし、過去にも申請が遅れる方が若干おられましたので、ある程度の猶予期間を設けたい

と考えていることから、振込手数料の最終請求が７月になる見込みのため繰越しとなり、事業

完了は、８月末を見込んでおります。 

 次に、同給付金事業費の均等割のみ課税世帯及び子育て加算９,３４４万２,０００円につい

てですが、こちらは、新たに令和５年度住民税均等割のみ課税されている世帯に１０万円を給

付するもの、及びその世帯並びに先ほど御説明しました７万円給付の対象世帯で１８歳以下の

児童がいる子育て世帯に対し、児童１人当たり５万円を加算給付するもので、今回の補正に計

上させていただいております。 
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 １０万円給付の対象世帯は７００世帯を、子育て世帯児童数４００人を見込んでおります。 

 繰越しの内容としましては、システム改修費を除く全額を繰越しし、１０月末の完了を見込

んでおります。 

 次に、４款衛生費、保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン追加接種体制確保事業費、

１３７万円についてですが、こちらは、令和５年度に実施しましたワクチン接種に係る繰越分

となりまして、国民健康保険団体連合会審査業務委託料、個別接種業務委託料の最終支払いが

会計年度を超えてしまうものですから、繰越しさせていただくものです。終了としましては、

１０月末を見込んでおります。 

 続きまして、介護特会の補正予算についてでございますが、１３ページ、現年度分特別徴収

保険料の減の理由でございますが、介護保険の各事業につきましては、１号及び２号被保険者

の保険料、国・県・市の公費負担で賄われているところでございます。今回につきましては、

年度途中に国・県交付金の増額が見込まれることによりまして、居宅介護サービス給付費等の

減額補正もありますので、保険料のほうを減額としたところでございます。 

 １７ページの居宅介護サービス給付費６,１６３万１,０００円の減につきましては、居宅介

護サービスには、訪問看護、訪問介護、通所介護、通所リハビリテーションなどがございます。

令和５年度の給付見込額を実績に基づき試算しましたところ、７億９,２７６万９,０００円の

見込みとなったため、減額補正するものでございます。 

 要因としましては、要介護の方が減少し、要支援の方が増加しており、また、福祉用具購入

や住宅改修費の増加を考慮しますと、通所サービスの利用でなく、自宅内での生活の安全面を

充実させていらっしゃるものと考えられます。 

 今後も、各給付費の傾向を随時分析しながら、適正な予算執行を行いたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）   それでは、私のほうから、児童福祉総務費２１１万

２,０００円の内容の御説明をさせていただきます。 

 那須烏山市を含め、全国の自治体では、子ども・子育て支援法に基づきまして、令和７年度

から１１年度の５年間を実施期間としまして、第３期子ども・子育て支援事業計画を策定する

こととなっております。 

 本格的な作成作業は令和６年度になりますが、子育て関連の事業の需要量を把握するために、

今年度は、子育て家庭の当事者からニーズを収集する調査を実施するように国から指示がござ

いまして、その集計作業、報告書の策定のために、業務委託料２１１万２,０００円を予算化

しておりました。 
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 ニーズの調査は、国の手引に従って実施することになっておりまして、当初の予定では、

１２月中には手引が示され、１月中には調査を実施することになっておりましたが、国の手引

の作成が遅れておりまして、調査が来年度にずれ込む見通しとなったため、業務委託料の全額

を翌年度に繰り越すこととしたものでございます。 

 続きまして、補正予算書の４１ページ、認定こども園施設整備費の３億１,１４０万円でご

ざいますが、議員がおっしゃるとおり、栃木県から補助金が交付されることになっております

が、県では令和６年度に繰越しすることになったということで、本市の予算につきましても、

県の補助金の流れと同様とすることが交付の条件ということで、継続費の中で令和６年度に年

割りをしていた５億６,１７６万７,０００円のうち、補助金の対象となる予算３億

１,１４０万円を令和５年度に予算化したものでございます。 

 ただし、令和５年度に今回補正した３億１,１４０万円につきましては、予算上、逓次繰越

しを行いまして、令和６年度に繰越しすることになっておりますので、令和６年度の予算額は

５億６,１７６万７,０００円になることになります。その金額をもって、建築の続き、また機

械、電気、解体、外構を令和６年度に実施するということでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  私のほうからは、都市建設課関連につきまして御説明を申し

上げます。 

 まず、１０ページの繰越明許費でございます。道路保全費、トンネル照明改修工事の１億

４,０００万円につきましては、世界情勢や種々の取り巻く状況から、資材の入手が困難とい

うことで、工事は契約をしましたが、現在、工事を休止しております。２月に入りまして、や

っと資材の入荷の見込みが立ったということから、４月中には材料が入り、５月の連休明けか

ら工事の再開の見込みとなっております。 

 工事の完成につきましては、令和６年９月を見込んでおります。 

 次に、道路整備費の谷浅見平野線１,４１０万１,０００円でございます。こちらにつきまし

ては、谷浅見平野線の谷浅見コミュニティセンターの物件移転でございまして、用地補償の建

物の移転工法につきまして、関係者との協議に不測の日数を要したことから、繰越しになるも

のでございます。 

 移転完了見込みは、令和７年の３月を見込んでおります。 

 次に、３目河川費、急傾斜地崩壊対策事業費２７３万１,０００円でございます。こちらは、

栃木県が事業主体となっております大木須地内の行人塚峠Ⅰ－Ａ地区の那須烏山市の地元負担

金の繰越しでございます。こちらは、先ほど平塚議員にも説明しましたとおり、令和６年度分
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の予算が前倒しになったということで、繰越しになるものでございます。完成見込みは、令和

７年の３月となります。 

 次に、都市計画費の防災集団移転促進事業費６,７４０万円につきましては、昨年１２月定

例会におきまして、補正予算として計上させていただきました４,１８０万円、今定例会にお

いて減額をしました２４万２,０００円を含め、トータルで８,０１０万９,０００円のうち、

６,７４０万円を繰り越すものでございます。 

 現在、大臣同意に向けまして、関係機関及び関係者との調整作業を実施しております。地元

との調整等にも努力しているところでございますが、その調整に時間を要することから、繰越

しをさせていただくものでございます。 

 完了につきましては、令和７年３月を見込んでおります。 

 続きまして、補正予算のほうに入りますが、まず４５ページ、地籍調査事業費の３２１万

８,０００円の減額でございます。こちらにつきましては、当初、私どもで要求した金額に対

しまして、要求が１,５０１万６,０００円を要求しましたところ、配分の交付決定が

１,２３６万円ということで、ここでまず減となっております。 

 その後、委託を発注しまして、中央５地区が今年の調査地区でございますが、そちらの委託

料、それからこれまでに地籍調査を実施しました過年度分のデータを数値化するということで、

そちらの委託料、そちらの金額が確定しましたものですから、それに伴います不用額の減とい

うことで、今回３２１万８,０００円の減となっております。 

 調査のほうは順調に進んでおりますので、御理解をいただきたいと思います。 

 次に、４７ページ、道路保全費の８６８万２,０００円の減につきまして、お答えいたしま

す。 

 道路保全費につきましては、三箇鍛冶ケ澤線のトンネル、三箇トンネル、小白井トンネルの

照明ＬＥＤ化の工事を含むほか、トータルでは１億９,５００万円ほど持っておりますが、三

箇トンネルに係りますものが１億５,０００万円ということで計上しております。こちらにつ

きましては７,５００万円と７,５００万円で、１億５,０００万円、２つのトンネルで予算を

持っております。 

 こちらにつきましては、契約が完了し、金額が固まったものですから、不用ということで

８６２万８,０００円の減ということでございます。 

 維持工事につきましては、中山議員からいつも何もやらないということで言われております

ので、区画線等につきましては、今回、３本目ということで工事も発注しておりますので、御

理解をいただきたいと思います。 

 それから、県道宇都宮那須烏山線田野倉交差点の改良に際し、市が支出した事業費について
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でございます。 

 こちらにつきましては、交差点の工事に際しましては、直接、市のほうで支出したものはご

ざいません。昨年の８月だったですかね、豪雨により、近隣の方、浸水してしまった被害がご

ざいましたが、その対応につきましても、県のほうにお願いしまして、流末を確保するという

工事を県のほうで実施していただいておりますので、市から支出したものはございません。 

 ただ、向原のほうから県道にぶつかる丁字路のところ、旧南那須の民俗資料館に上がるとこ

ろでございますが、あそこにつきまして、急勾配、急カーブということで、なかなか取付けが

難しいということだったものですから、田野倉大金線の田野倉工区ということで、市の事業を

入れました。そちらの工事が令和４年度までに完了しておりますが、用地買収、物件補償、工

事費、トータルで約４,０００万円ほどかかっております。 

 以上でございます。よろしくします。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  １０ページ、繰越明許、９款の消防費の防災無線整備費１６０万

円、この件でございますが、これは９月に上川井地区の防災行政無線の撤去ということで補正

予算を取らせていただきましたが、現在、地権者、地元自治会、市と最終調整に改めて入らせ

ていただいて、近々、調整の結果が出るかと思うんですが、これを待っていては３月までの撤

去が間に合わないということですから、繰越明許をさせていただいて、その方針に従って、次

年度において、執行する場合は執行させていただきたいということで、繰越明許をさせていた

だいたものでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  教育費関係ですが、小学校施設管理費１３７万５,０００円

でございます。 

 こちらは、５１ページにあります小学校施設管理費１３７万５,０００円に関するものでし

て、七合小学校の１年生と２年生及び会議室の３か所、こちらの空調機の修繕費を今回、予算

計上させていただいております。部品調達の時期や修理期間を考慮しまして、繰越しして執行

させていただきたいと思っております。 

 こちらの修理については、４月中に完了予定ということで、今のところ聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうからは、２７ページ、林業費補助金について御説明申し

上げます。 
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 林業木材産業構造改革事業費補助金１億６,５６４万２,０００円でございます。こちらにつ

きましては、中山議員御質問のとおり、認定こども園の建築に際しまして、県産材を使用する

ことで国から頂ける補助金となってございます。補助率については５０％、２分の１でござい

ます。 

 事業対象経費については、認定こども園建築の中で、県産材を使用する対象経費３億

７,１２８万５,２００円の５０％というところで、１億６,５６４万２,０００円の補助金とな

ったところでございます。 

 続きまして、森林環境促進整備基金繰入金でございます。 

 こちらにつきましては、森林環境譲与税を原資とします森林環境整備促進基金からの一般会

計への繰入金でございます。 

 当初、林務事業に充てるわけでございますけれども、当初予算の中では、まず認定こども園

の整備費２,１５９万２,０００円、これは建築費の整備費ではなくて、認定こども園の中で使

います机であるとか椅子の木材の消耗品、年度内に購入がないということで、２,１５９万

２,０００円を減額したところでございます。 

 また、林道の修繕料、当初で３０万円取ってございましたけれども、修繕箇所がなかったと

いうことで、林道の修繕についても３０万円減額をしているところでございます。 

 また、林道の補修修繕工事、これは当初、大沢上境線、外輪沢線、林道２本の補修工事を予

定していましたけれども、この補修工事５５０万円の予算に対しまして、実績３６８万

５,０００円の工事費の事業確定に伴いまして、１８１万４,０００円を減額したところでござ

います。 

 また、森林環境譲与税を利用した間伐事業に対する集積計画の策定でございます。当初、

１２ヘクタール、４２１万５,０００円の計画を予定していましたけども、その計画を立てる

場所が、選定がなかったということで、４２１万５,０００円の減額と、あと、実際に間伐を

行ったところ、当初９ヘクタールの大木須地区での間伐を予定していましたけども、実績とし

て、８.３ヘクタールの間伐の実績がありましたので、その３１万８,０００円を減額というと

ころで、合計で２,８２３万９,０００円の減額となったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  ３５ページ、地域おこし協力隊事業について、お答えし

ます。 

 当初、隊員３名を任用する予定でありましたが、実際は２名の任用であったため、１名分の

経費を減額補正するものであります。 
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 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうからは、５３ページ、文化財調査費３２２万円の減

額補正について御説明します。 

 こちらについては、国庫補助事業のほうを申請したところなんですが、そちらで予算がつき

ませんでしたので、そちらの該当する事業について、減額補正したものです。 

 予定していたところは、東山道跡の調査関係になっておりました。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  私のほうからは、水道事業会計、６ページの企業債償還元金

５００万円の補正について御説明いたします。 

 こちらにつきましては、令和４年度分の借入れでございます。令和４年度の借入れ分が確定

したのが令和５年３月でありまして、令和５年度の当初予算作成時、およそ１１月頃になると

思うんですが、そのときには金額が確定しておりませんでしたことから、予算措置ができませ

んでした。このようなことから、今回の議会において補正を行うものでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ここで、暫時休憩いたしたいと思います。再開を１５時４０分といた

します。 

休憩 午後 ３時２９分 

 

再開 午後 ３時４０分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  では、私のほうで追加答弁をさせていただきます。 

 ４２ページ、新型コロナウイルスに関する今後のワクチン接種と各種支援体制ということで、

ワクチン接種について、健康福祉課から答弁させていただきます。 

 これまでのコロナウイルスワクチンの接種は、特例臨時接種に位置づけられ、実施してきた

ところですが、特例臨時接種は令和６年３月３１日をもって終了し、令和６年度からは、Ｂ類

疾病の定期接種となり、季節性インフルエンザの定期接種と同様に、各医療機関にて受けてい

ただくことになります。季節性インフルエンザの定期接種と同様ということで、内容的には、

対象者が６５歳以上の高齢者、６０歳から６４歳で重症化リスクが高い方、接種期間回数とし

ましては、年１回、秋冬が想定されております。 
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 費用負担なんですが、現在、国のほうでは接種費用７,０００円ということで示されてはい

るんですが、まだ製薬会社のヒアリングが終了していませんので、正式には決まっていない状

況でございます。ですので、今後も国からの情報収集のほうを図りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  ４２ページの新型コロナウイルスに関する関連としまして、

各種支援体制についてということで、お答えさせていただきます。 

 これまで、事業者ですとかお店ですとか、そういったところに対しまして、商工業者に対し

まして補助等はしてきたところでございますけれども、今後については特段、今のところそう

いったメニューを予定してはいないということをこちらで答弁させていただきます。 

 以上です。 

○１４番（中山五男）  全て了解いたしました。ありがとうございました。 

○議長（渋井由放）  ほかにございませんか。 

 ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ４点だけ質問します。 

 今回の補正で、先ほど中山議員の土木のお話がありましたけれども、こういう関係で、予算

が余る可能性があるみたいなところも含めて、何で使わないのかなという、そういう視点で見

ると、結構、何点か疑問に思うところがあるんですけれども、かなりもう先輩方からの質問で

満たされたので、残ったものだけを質問いたします。 

 まず、３５ページのＪＲ烏山線の利用促進事業費、これがどうして３５３万５,０００円を

使わなかったのかという。何回か説明は受けたような気もするんだけど、これを再確認したい

と思います。 

 次に、４３ページ、浄化槽設置事業費、これが３１９万円残っているんですけれども、これ

はかなり今までの例でいうと、申請しているんだけど予算がなくてできないんですよというこ

とが、今までの例だったんですけど、最近はそんなことはなくて、予算で十分で、余ってしま

うのかというのを確認したいと思います。 

 次に、４７ページの上の森林経営管理制度の事業費、これも４５３万円使っていないんです

けども、これもたくさん、アイテムはいっぱいあると思うんだけど、これだけ残ってしまうの

はなぜですかという、その３点と、あとは今言ったように、道路建設に関しても、今、私が質

問したのもそうなんですけれども、いつも予算がなかなか取れなくて、苦戦して、事業が進ま

ないというものに対して、見込みで８００万円余りそうだというときに、これは同じ経費の分

類なので、ほかのアイテムでやってしまおうかという、そういう戦略というのはできないのか、
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それともできるんだけど、やり切れないのかというのを、これは総合政策課長かな、お願いい

たします。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  ３５ページのＪＲ烏山線利用促進事業費について、お答

えします。 

 こちらは、通学定期購入費補助金の額になります。こちらは、年４回の申請を受けて支払う

予定としておりまして、現在まで３回目です。それで、４回目を３月中に申請いただく予定な

んですけれども、３回目までの実績を基に４回目の金額を想定しますと、全体で５６０万円程

度で済んでしまうということから、残額の分については減額補正したところです。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  私のほうからは、４３ページ、浄化槽設置事業費の減額につ

いて御説明いたします。 

 小堀議員おっしゃるとおり、過去には予算が足りず増額というようなときもあったかと思う

んですが、今年度につきましては、当初予算で６５基見ていたところ、今現在で４５基の申請

となっております。そのような状況から、今回、多少の見込みを残しながら、減額補正を行っ

たという状況でございます。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうからは、４７ページ、森林経営管理制度事業費の

４５３万円の減額でございます。 

 こちらにつきましては、森林環境譲与税を活用しました間伐事業に対する、その前の森林集

積計画を立てる業務委託費が４２１万５,０００円、ほぼほぼなんですけれども、間伐をする、

集積計画を立てる森林がなかなか場所が見当たらないというか、地元からの手挙げ方式もある

ということなんですけれども、当初１２ヘクタールだったんですけれども、やっぱり３ヘクタ

ールとか４ヘクタールでは間伐事業がなかなか有効に進まないということで、今回は業務委託

を見送ってございます。 

 その集積計画を立てるために、今後いろんなところに声かけはしておりますけども、なかな

か間伐事業に向けての計画が立たないというのが実態で、今回は減額をさせていただいたとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  予算の執行残における、他事業等に回せるかという考え方で

すけれども、やはりどの課の事業についても、道路もそうですけれども、まずは実施計画とい
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うのを当然、年次計画で定めております。５か年だったら５か年の計画ですね。それに基づい

て、予算の査定で事業予算をつけます。 

 当然、道路整備を一つ取れば、国・県の補助が入っていたり、起債が入っていたり、いろん

なものが伴いますから、当然、計画を申請してやる路線もあれば、例えば単独でやる事業もあ

るかもしれません。そういった内容は、各ヒアリングを経て関係課と調整しておりますから、

当然、道路整備の場合は工期が伴いますし、ちょっとした穴埋めの維持補修であれば、それは

どんどんやりましょうということを調整させていただいたりしておりますから、全く予算を他

事業にやれないかというと、そうではありません。 

 そういったものを、各課とのヒアリングにおいて、よく状況を聞いて判断しておりますので、

御理解いただきたいと思います。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  今の課長のお話はある程度、分かるんですけれども、そういう戦略を

前もって考えておくか否かで随分、違うと思うんですね。要するに、気がついたら駄目だった

というんじゃなくて、こうなった場合には、特に予算が取りづらいというもの、アイテムはた

くさんあるんだけど、というものはぜひお願いしたいと思います。 

 それと、例の浄化槽に関しては、前はたくさんあったということなんだけど、やっぱりうち

の河川の浄化率の数字を見たら、まだまだ、それを考えたら、市民のほうに今、予算がこうい

うことで、浄化槽というのはつけられますよというのをＰＲすべきだと思うんですね。そうで

ないと、いつになってもすばらしい魚が泳ぐような川にはなりませんので、ぜひそれをお願い

します。いいですか。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  ただいま小堀議員のほうから、ＰＲが足りないというような

お話もいただきましたが、確かに十分、周知が至っていないというようなところもあるかと思

います。 

 私どものほうとしましては、年に２回は市の広報お知らせ版であったりというような形で周

知を図り、また、個別に訪問させていただいた際には、浄化槽の転換であったりというような

部分も対応させていただいておりますので、今後、さらにそういった生活用排水機の水質の改

善という部分につきましては、さらに努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○９番（小堀道和）  オーケーです。 

○議長（渋井由放）  ほかに質疑はございませんか。 

 ３番荒井浩二議員。 
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○３番（荒井浩二）  １点だけ質問させてください。 

 ５１ページのスクールバスの運行費なんですけれども、南那須中学校だけ大幅に減額になっ

ているんですが、こちらの理由を教えてください。 

 同様に、小学校のほうでも、烏山小のほうが６０万円近く減額になっているんですが、同様

の要因でしょうか。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  まず、南那須中学校のスクールバス運行費１０２万

１,０００円の減額ですけれども、こちらは業務委託料です。市有マイクロバスの運転業務の

委託料と、業者マイクロバスの運転業務の委託料、こちら、不用額が生じました。 

 こちら、不用額が生じた理由としましては、通常のスクールバスの運行とはまた別に、いろ

んな各種行事、部活動、そういったものの際の業務委託の費用の残です。当初、例えば運動部

であれば、県大会までの費用、そういったものを予算計上しているんですが、残念ながら、県

大会、予選で負けてしまうと、そういった費用は残ってしまいますので、そういったものを今

回、削減させていただいております。 

 それと、烏山小学校ですかね。こちらは５９万８,０００円の減ということですけれども、

こちらは需用費です。市有マイクロバスの夏用のタイヤ購入費に３万７,０００円を計上いた

しております。 

 それと、こちらは市有マイクロバスの運転業務、委託料に不用額が生じましたので、その不

用額を削減しまして、差額の５９万８,０００円を削減ということでさせていただいておりま

す。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  すみません、烏山小学校のスクールバスの不用額が発生した理由とい

うのは。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  こちらは、行事の関係で、やはり行けなくなった行事とか、

そういったものがありましたので、削減させていただいております。 

 以上です。 

○３番（荒井浩二）  了解しました。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を
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打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議案第９号から議案１５号までの７議案に対する反対討論の発言

を許します。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２４ 議案第９号 令和５年度那須烏山市一般会計補正予算（第

６号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第９号は、原案のとおり可決いた

しました。 

 次に、日程第２５ 議案第１０号 令和５年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１０号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第２６ 議案第１１号 令和５年度那須烏山市熊田診療所特別会計補正予算（第

２号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１１号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第２７ 議案第１２号 令和５年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１２号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第２８ 議案第１３号 令和５年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第

３号）について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１３号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第２９ 議案第１４号 令和５年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第３号）

について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１４号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第３０ 議案第１５号 令和５年度那須烏山市下水道事会計補正予算（第４号）

について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第１５号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第３１ 議案第１号から日程第３８、議案第８号までの令和６年度那須烏山市一般会計

予算について、令和６年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算について、令和６年度那須烏

山市熊田診療所特別会計予算について、令和６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算に

ついて、令和６年度那須烏山市介護保険特別会計予算について、令和６年度那須烏山市境財産

区特別会計予算について、令和６年度那須烏山市水道事業会計予算について、令和６年度那須

烏山市下水道事業会計予算についての８議案については、いずれも令和６年度当初予算に関す

るものでありますことから、一括して議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第３１ 議案第１号 令和６年度那須烏山市一般会計予算について 

     ◎日程第３２ 議案第２号 令和６年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算につ 

                  いて 

     ◎日程第３３ 議案第３号 令和６年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算につい 

                  て 

     ◎日程第３４ 議案第４号 令和６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算に 

                  ついて 

     ◎日程第３５ 議案第５号 令和６年度那須烏山市介護保険特別会計予算について 

     ◎日程第３６ 議案第６号 令和６年度那須烏山市境財産区特別会計予算について 
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     ◎日程第３７ 議案第７号 令和６年度那須烏山市水道事業会計予算について 

     ◎日程第３８ 議案第８号 令和６年度那須烏山市下水道事業会計予算について 

 

○議長（渋井由放）  よって、議案第１号から議案第８号までの令和６年度当初予算につい

て、一括して議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第１号から議案第８号まで、一括して提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 まず、議案第１号 令和６年度那須烏山市一般会計予算についてでございます。 

 令和６年度は、第３次総合計画の２年度目として、計画の基本理念である「みんなの知恵と

協働による持続可能なまちづくり」を推進してまいります。 

 まちづくりの主役は市民であるという基本に立ち返り、まちの目指すべき将来像である「新

たな未来への第一歩 市民が主役のまち 那須烏山市」の実現に向けて事業展開を図るととも

に、国や県が掲げる子育て支援や物価高騰への対応など、情勢に応じた政策を展開し、着実な

成果を目指してまいります。 

 令和６年度一般会計の歳入歳出予算は、脱炭素化の推進、中心市街地再生へ向けた主要道路

や公園整備、ＪＲ烏山線の利用促進、防災集団移転の促進等、安全安心な暮らしを守る都市再

生を掲げた予算としております。 

 総額は、前年度比２億７,０００万円、２.３％増の１２２億７,０００万円といたしました。 

 それでは、主な内容を申し上げます。 

 まず、歳入であります。 

 市税は、前年度比３,１７９万１,０００円、１％減の３１億８,１１２万３,０００円としま

した。 

 主な税目では、市民税について、個人市民税納税義務者の減少が見込まれること及び法人市

民税所得割の減少が見込まれることから、前年度比２,９９０万円、２.５％減の１１億

７,１６８万円としました。 

 地方交付税は、令和５年度の状況を勘案し、前年度比８,０００万円、１.９％増の４２億

８,０００万円といたしました。このうち、普通交付税は３８億円、特別交付税は４億

８,０００万円でございます。 

 国庫支出金は、保育事業費や道路整備に係る補助金等の増額により、前年度比１億
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６,３７６万９,０００円、１２.５％増の１４億７,４９４万５,０００円といたしました。 

 県支出金は、重層的支援体制整備事業や、保育事業に係る補助金等の増額により、前年度比

７,９６７万１,０００円、１０.６％増の８億３,１２３万８,０００円としました。 

 繰入金は、不足財源について、財政調整基金及び市有施設整備基金を計上し、前年度比１億

８,９８９万１,０００円、５２.２％増の５億５,３９３万４,０００円としました。 

 市債は、地域医療確保事業債や市道整備事業債等の大規模事業に関して、積極的に活用して

おりますが、緑地運動公園照明改修工事や橋梁補修工事の完了に伴う減額により、全体で前年

度比２億３,９８０万円、２５.９％減の６億８,５４０万円といたしました。このうち、合併

特例債につきましては、前年度比９,０９０万円、８０.９％増の２億３２０万円としました。 

 次に、歳出であります。 

 議会費は、前年度予算と同程度の１億２,５７８万８,０００円といたしました。 

 総務費は、ＪＲ烏山線利用向上に係る交付金、書かない窓口システム導入の新規計上をいた

しました。ＪＲ烏山線の利用向上や、ＩＣＴを活用した行政手続の利便性の向上に努めてまい

ります。 

 そのほか、栃木県知事選挙費の計上や業務系・情報系システム管理運営費の機器更新に伴う

増額により、前年度比６,８５６万６,０００円、５.２％増の１３億７,５００万９,０００円

としました。 

 民生費は、おたふく風邪予防接種費の助成、乳児１か月個別健診費の助成、先天性股関節脱

臼検査費の助成を新規計上いたしました。未来につなぐ健やかな暮らしを支えるよう、子育て

支援を図ってまいります。 

 そのほか、重層的支援事業の実施や私立保育施設運営委託事業費等の公定価格の改定に伴う

増額により、前年度比１億４,８９９万７,０００円、３.７％増の４２億２,１６５万

９,０００円といたしました。 

 衛生費は、個人向け太陽光発電設備導入費や、電気自動車の購入費等助成を新規計上いたし

ました。家庭用の発電設備等の導入を促進し、脱炭素化の推進を図ってまいります。 

 そのほか、し尿処理費や新型コロナウイルス追加接種体制確保事業費等の減額により、前年

度比６,１０９万３,０００円、４.３％減の１３億７,１５１万４,０００円といたしました。 

 農林水産業費は、地籍調査事業費の増額や、元気な森づくり推進事業費等の増額により、前

年度比１,８８２万円、６.５％増の３億９０２万円といたしました。 

 商工費は、道路標識の更新、インバウンド対応の観光案内板の更新、デジタル復元による城

下町の魅力発信事業を新規計上いたしました。国史跡に指定されました烏山城跡を中心に、観

光を牽引する推進体制の強化に努めてまいります。 
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 そのほか、企業立地奨励金等の交付期間が終了したことに伴う企業誘致事業費の減額により、

前年度比５２４万１,０００円、１.４％減の３億７,２６５万８,０００円といたしました。 

 土木費は、主要な道路整備といたしまして、（仮称）なすからこども園の前の大金・東原線、

烏山庁舎前の山手通り線の整備費を新規計上いたしました。 

 また、清水川せせらぎ公園の再整備へ向けた検討・設計費を新規計上いたしました。中心市

街地の道路や公園を整備し、市の活性化を図ってまいります。 

 そのほか、管理棟の改修に伴う大桶運動公園施設整備費の増額、集団移転先候補地の旧境小

学校の解体工事に伴う防災集団移転促進事業費の増額により、前年度比２億９８２万円、

１９.０％増の１３億１,５１０万７,０００円といたしました。 

 消防費は、常備消防費や消防施設管理費等の増額により、前年度比１,７３４万９,０００円、

２.７％増の６億５,１４４万３,０００円といたしました。 

 教育費は、学校給食食材購入費の助成、障害者就労施設からの学校給食用パン購入費の助成

を新規計上いたしました。急激な物価高騰に対する子育て世帯の負担を軽減するよう支援する

とともに、障害者就労施設から積極的に物品等を購入し、地域共生社会の推進に努めてまいり

ます。 

 そのほか、教科書改訂に伴う小学校教材等購入事業費等の増額があるものの、緑地運動公園

施設整備費等の減額により、前年度比４,７３５万４,０００円、３.８％減の１２億５０５万

３,０００円といたしました。 

 以上の結果、歳出予算の目的別構成は、民生費が３４.４％、衛生費１１.２％、総務費

１１.２％、公債費１０.７％の順となりました。 

 また、性質別構成比は、補助金等が２１.５％を占め、以下、人件費が１８.１％、物件費が

１６.３％、扶助費が１４.２％の順となりました。 

 次に、議案第２号 令和６年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算についてでございます。 

 国民健康保険は、国民健康保険の財政運営主体が市から県に移行して６年が経過し、また、

令和６年度は、新たに改訂されました第３期栃木県国民健康保険運営方針に沿って、県との連

携を図りながら、国民健康保険の健全かつ安定的な運営に努めてまいります。 

 それでは、まず国民健康保険特別会計の事業勘定から御説明申し上げます。 

 令和６年度の歳入歳出予算総額は、前年度比０.１％増の３２億９,８４３万２,０００円で

あります。 

 歳出の主な内容は、保険給付費が前年度比０.７％増の２４億３,７８６万１,０００円とな

り、歳出が占める割合が７３.９％、次いで市が県に納める国民健康保険事業費納付金が前年

度比１.０％減の７億６,０３８万２,０００円、歳出に占める割合が２３％でございます。 
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 歳入の主な財源は、国民健康保険税、県支出金及び繰入金であります。なお、令和６年度の

国保税率につきましては、県が県全体の事業納付金を算定するに当たり、栃木県財政安定化基

金を活用することとしたため、本市の納付額が前年度を下回ったことから、国保税率を据え置

くことといたしました。 

 次に、診療施設勘定でございます。令和６年度の歳入歳出予算総額は、前年度比２.９％増

の５,４１８万８,０００円であります。 

 歳出の主な内容は、総務費が予算総額の８３.１％を占め、４,５０５万５,０００円、次い

で、医業費が８６０万６,０００円でございます。 

 なお、歳入の主な財源は、診療収入であり、患者の増加により収入増が見込まれることから、

増額とし、不足する財源は、診療運営基金から１,７２３万８,０００円を繰り入れて対応する

こととしました。 

 次に、議案第３号 令和６年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算についてでございます。 

 熊田診療所特別会計の歳入歳出予算総額は、診療所の運営体制の変更により、前年度比

１３.３％減の４,０４９万５,０００円であります。 

 歳出の主な内容は、総務費が６８.０％を占め、次いで、医業費が３１.３％であります。主

な財源は、診療収入及びへき地診療所補助金であります。特に、診療収入は、運営体制の変更

により、開所の日数が減ることから、減額とします。 

 なお、財源の不足分につきましては、一般会計及び診療所運営基金から繰入れをして対応す

ることとしました。 

 次に、議案第４号 令和６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算についてでございま

す。 

 後期高齢者医療特別会計の歳入歳出予算総額は、前年度比６％増の４億１,９９４万円であ

ります。 

 歳出の主な内容は、保険料等の広域連合納付金が９８.４％を占め、次いで、総務費が

１.２９％であります。また、後期高齢者保健事業につきましては、令和６年度から、一般会

計事業として後期高齢者医療制度事業費に計上しましたので、皆減といたしました。 

 主な財源は、後期高齢者医療保険料と一般会計繰入金であります。このうち後期高齢者医療

保険料が全体の７４.２％を占める３億１,１６９万５,０００円で、前年度比１５.８％の増と

なります。この要因は、被保険者の増加による医療費の増加に加え、国の保険料負担率の設定

方針の見直しや、出産育児支援金の導入による負担増のため、平成２６年度改正以降、据え置

かれていた後期高齢者医療保険料率が、令和６年度から均等割額が２,４００円増の４万

５,６００円、所得割率を０.３％増の８.８４％に改正されたことによるものであります。 
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 繰入金は、国民健康保険と同様に、低所得者や被用者保険の被扶養者に対し減額した保険料

額を補填するため、県及び市が負担する保険基盤安定繰入金を１億１７４万１,０００円、事

務費繰入金を３９６万５,０００円計上いたしました。 

 次に、議案第５号 令和６年度那須烏山市介護保険特別会計予算についてでございます。 

 介護保険特別会計の歳入歳出予算総額は、前年度比２.９５％減の２７億３,８６０万

７,０００円であります。 

 歳入につきましては、介護保険給付費や地域支援事業費の財源として、第１号被保険者介護

保険料をはじめ、国・県支出金、支払基金交付金、一般会計繰入金が主なものであります。 

 歳出につきましては、介護保険給付費や地域支援事業費などがあります。 

 令和６年度は、那須烏山市高齢者福祉計画第９期介護保険事業計画の初年度となります。第

９期におきましても、安定した介護給付が提供できるよう、引き続き介護給付費の適正化に努

めるとともに、地域包括ケアシステムの考え方を核とした、地域で安心して暮らせる体制づく

りを基本とし、万が一、要介護状態になっても、可能な限り住み慣れた地域で自立した生活を

営むことができるよう取り組んでまいります。 

 また、介護予防・日常生活支援総合事業や、地域共生の社会の考え方を踏まえ、地域住民が

役割を持ち、支え合いながら自分らしく活躍できるまちづくりを推進してまいります。 

 次に、議案第６号 令和６年度那須烏山市境財産区特別会計予算についてでございます。 

 本案は、那須烏山市境財産区特別会計の予算の歳入歳出を、それぞれ５３万円とするもので

あります。 

 歳出の主な内容は、管理会員の報酬、財産区有林の保険料等であります。 

 歳入の主な内容は、財産区基金からの繰入金、前年度からの繰越金であります。 

 次に、議案第７号 令和６年度那須烏山市水道事業会計予算についてでございます。 

 水道事業は、市民生活を支える重要な公共インフラでありますことから、災害等に対する備

えに十分配慮しながら、良質で安全な水道水を安定的に供給することにより、多くの市民から

信頼される水道事業経営を推進してまいります。 

 また、事業経営におきましては、収納率の向上、業務の効率化など、なお一層の企業努力を

重ねるとともに、利用者の利便性とサービスの向上に努め、公衆衛生の維持と水の安定供給の

ため、施設の管理や整備等に努めてまいります。 

 令和６年度当初予算の業務の概要は、給水戸数１万９３戸、年間総給水量２４３万

８,２８５立方メートル、１日平均給水量６,６８０立方メートルであり、主な建設改良事業費

は、岩子地内及びこぶし台団地の配水管更新工事で、２億１,９２６万４,０００円であります。 

 水道事業収益の主なものは、水道料金、他会計負担金で６億２,５３０万４,０００円であり
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ます。 

 水道事業費用の主なものは、水道維持管理費、人件費、減価償却費で５億９,３４３万

４,０００円であります。 

 投資的経費である資本的収入の主なものは、企業債、他会計出資金で１億５,５５３万

５,０００円であります。 

 資本的支出の主なものは、建設改良費、企業債償還金で５億３,９９０万７,０００円であり

ます。 

 最後に、議案第８号 令和６年度那須烏山市下水道事業会計予算についてでございます。 

 令和６年度当初予算の事業の概要は、水洗化戸数１,２２２戸、年間処理水量４３万

５,３９４立方メートル、１日平均処理水量１,１９２立方メートルであり、主な建設改良事業

費は、水処理センターの機器の修繕工事で、８,４７２万４,０００円であります。 

 下水道事業収益の主なものは、下水道使用料、他会計補助金で４億４７７万７,０００円で

あります。 

 下水道事業費用の主なものは、下水道維持管理費、人件費、減価償却費で４億１７５万

７,０００円であります。 

 投資的経費である資本的収入の主なものは、企業債、他会計出資金で１億５,４３８万

１,０００円であります。 

 資本的支出の主なものは、建設改良費、企業債償還金で２億９,１１０万９,０００円であり

ます。 

 以上、議案第１号から議案第８号まで、一括して提案理由の説明を申し上げました。 

 何とぞ慎重審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（渋井由放）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りいたします。質疑については、議会運営委員会の決定に基づく日程のとおり、３月

５日に行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、令和６年度当初予算の質疑については、

３月５日に行うことといたします。 

                                    

     ◎日程第３９ 議案第３７号 訴訟上の和解について 

 

○議長（渋井由放）  日程第３９ 議案第３７号 訴訟上の和解についてを議題といたしま



令和６年第１回３月定例会 第１日 

－96－ 

す。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 川俣市長。 

〔市長 川俣純子 登壇〕 

○市長（川俣純子）  議案第３７号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、宇都宮地方裁判所令和３年ワ第４７７号、損害賠償請求事件に関し、和解すること

について、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 詳細は、議案書に記載のとおりであります。 

 何とぞ慎重に御審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明

といたします。 

○議長（渋井由放）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第３９ 議案第３７号 訴訟上の和解について、原案のとおり決定す

ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。よって、議案第３７号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第４０ 付託第１号 請願書等の付託について 
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○議長（渋井由放）  日程第４０ 付託第１号 請願書等の付託についてを議題といたしま

す。 

 この定例会において受理した請願書等は、付託第１号のとおりであります。この請願書等に

ついては、所管の常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、付託第１号のとおり、陳情書第１号 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求

める陳情については、所管の総務企画常任委員会に付託いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋井由放）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。次の本会議は明日２月

２８日午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでございました。 

［午後 ４時２５分散会］ 
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